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行事スケジュール  （平成25年1月～3月）
金沢星稜大学
1

2

3

授業再開
月曜代替講義日
第3回就職合宿（A日程）
休講日
第3回就職合宿（B日程）
英語成果テスト（1年次）
試験期間
学内合同会社説明会
保護者向け就職ガイダンス※

基礎ゼミナールⅡ発表会・人間科学部卒業研究発表会
専門ゼミナールⅠ発表会
追試験期間
学内合同会社説明会
成績発表日
再試験期間
卒業認定発表日
学位記授与式
学内合同会社説明会
入学前学力試験（toeic-b、SPI）
保護者懇談会
人間科学部研修（現2年次対象）

・13日（日）
・31日（木）
・26日（土）

～8日（金）
～11日（月）

・15日（金）
～20日（水）

～28日（木）

～22日（金）

～27日（水）

星稜高等学校
1 8日（火）

8日（火）
12日（土）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
19日（土）
21日（月）
31日（木）
1日（金）
4日（月）
7日（木）
13日（水）
16日（土）
28日（木）
1日（金）
4日（月）
11日（月）
13日（木）
14日（水）
16日（土）
19日（火）
20日（水・祝）
21日（木）
22日（金）
30日（土）

・9日（水）

・20日（日）

・5日（火）

～15日（金）

～8日（金）

始業式
センター直前演習
推薦入試
推薦入試合格発表
大学入試センター試験受験者激励会
大学入試センター試験受験者下見
大学入試センター試験
大学入試センター試験自己採点
3年最終登校日
一次入試
校内実力試験（1,2年）
一次入試合格発表
2年Pコース スノーボード実習（栂池）
推薦専願合格者説明会
同窓会入会式、卒業式予行
卒業式
学年末試験
追試
新2年教科書販売
新3年教科書販売
生徒対象講演会（1,2年）
終業式
入学説明会
二次入試
二次入試合格発表・入学説明会
再受験者説明会

2

3

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
1

2

3

8日（火）
15日（火）
19日（土）
21日（月）
22日（火）
24日（木）
30日（水）
1日（金）
4日（月）
5日（火）
6日（水）
7日（木）
8日（金）
13日（水）
14日（木）
15日（金）
16日（土）
20日（水）
21日（木）
25日（月）
26日（火）
1日（金）
7日（木）
13日（水）
18日（月）
19日（火）

3学期始業式
21世紀美術館見学（年長）
同窓会
とらいランド（年中）
ABCランド（年中）
誕生会
星稜子育てステーション
豆まき会
参観日（りす）
ABCランド（年中）・避難訓練
参観日（うさぎ）
参観日（きりん）
参観日（ばら）
参観日（ゆり）
参観日（すみれ）
参観日（ぱんだ）
希望個人懇談会（年少・年中）
星稜子育てステーション
誕生会
とらいランド（年中）
ABCランド（年中）
ひなまつり会・誕生会
おわかれ会（予定）
卒園式
とらいランド（年中）
3学期終業式

1

2

3

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10-1
℡076-253-3924（代表）
http://www.seiryo.jp

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6-17-30
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

金沢星稜大学女子短期大学部

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
1

3

2

３学期始業式
金沢21世紀美術館（年長組）
子ども相談
ABCランド参観（年長組）
にこにこ参観・クラス懇親会（いちご組）
にこにこ参観・クラス懇親会（りす組）
にこにこ参観・クラス懇親会（ばら組）
にこにこ参観・クラス懇親会（うさぎ組）
にこにこ参観・クラス懇親会（すみれ組）
誕生会参観
豆まき会
入園説明会
避難訓練
子ども相談
個人懇談会
誕生会参観
誕生会参観・ひなまつり会
親子工作教室（年長組）
お別れ参観（年長組）
年長組を送る会
子ども相談
卒園式
終業式

星稜中学校
1 8日（火）

9日（土）
12日（火）
14日（木）
23日（土）
26日（火）
7日（木）
8日（金）
19日（火）

～28日（木）

始業式
入学試験
合格発表
スキー教室（一里野）
入学説明会
学年末試験
卒業式予行
卒業式
終業式

3

2

8日（火）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
17日（木）
21日（月）
22日（火）
24日（木）
25日（金）
31日（木）
1日（金）
2日（土）
6日（水）
15日（金）
16日（土）
21日（木）
1日（金）
2日（土）
6日（水）
7日（木）
8日（金）
13日（水）
22日（金）

5日（土）
8日（火）
15日（火）
18日（金）
26日（土）
4日（月）
12日（火）
15日（金）
18日（月）
27日（水）
2日（土）
8日（金）
15日（金）

スキー・スノーボード研修
授業再開
月曜代替講義日
休講日
第5回星短生のための合同企業説明会
試験期間
ゼミ発表会
マナーコンテスト
オーストラリア海外研修
追再試験期間
保護者向け就職ガイダンス
卒業認定発表日
卒業式・学位記授与式

～7日（月）

・31日（木）

～8日（金）

～25日（月）
・28日（木）

星
稜
サ
・
エ・ラ

 N
o.27 

2012年
12月

19日
発
行

8日（火）
15日（火）
12日（土）
18日（金）
25日（金）
2日（土）
4日（月）
9日（土）
10日（日）
12日（火）
13日（水）
14日（木）
16日（土）
25日（月）
27日（水）
7日（木）
19日（火）
20日（水）
22日（金）
23日（土）
26日（火）

星短の後期は新キャンパスに移転し変化とともに始まりました。学生たちは嬉しさ半分、なれない環境に戸惑い半分でしたが、今では自分たちのペー
スをつかんで楽しそうです。
10月、星短生にとって初めての大学との合同学園祭を催しました。大学生と一緒の実行委員会では、「ここは譲れない」「従ってもらう」といった意見

の対立や衝突ばかり。でも考え方の違いを乗り越えなければゴールがないことを実感できたといいます。結果、流星祭は大成功、大学生の友達も増えた
とのこと。組織としてまとまることや、お互いの違いと良さを理解することを学んだようです。
大きな変化に順応し成長する学生たちが頼もしく、また星短が新キャンパスでいいスタートを切れたことに感謝しています。

　金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部　教務課　廿日岩暁子

あとがき

※前号の「親業」支援コラムにて掲載させていただきました保護者向け就職ガイダンスは
2月17日（日）から2月10日（日）に変更となりました。

inaok igakuen news le t te r

創立80周年記念事業

フラッシュバック

記念式典・星稜音楽祭・星稜教育シンポジウム
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教
職
員
に
相
互
理
解
を
、

園
児・生
徒・学
生
に
夢
を
。

星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

稲置学園80周年が、
残してくれたもの。

創立80周年記念事業総括 座談会

写真左から　星稜教育シンポジウム実行委員長：村井万寿夫、星稜音楽祭実行委員長：宮﨑正史、創立80周年記念事業企画・実行委員長：稲置慎也、80年史編纂室委員長：沢田勲、80周年記念事業事務局事務室長：清水実

稲
置
慎
也 

記
念
事
業
企
画・
実
行
委
員
長（
以

下：稲
置
）　
稲
置
学
園
が
創
立
80
周
年
を
迎
え

た
今
年
も
終
わ
り
が
近
づ
き
、数
々
の
周
年
記

念
事
業
も
盛
況
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、「
星
稜
音
楽
祭
」「
星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」「
80
年
史
の
編
纂
」と
い
う
三
つ
の
記
念

事
業
の
責
任
者
の
方
々
と
記
念
事
業
事
務
局
清

水
室
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
80
周
年
事
業
全
体

を
通
し
て
記
念
事
業
事
務
局
か
ら
見
た
感
想
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

清
水
実 

記
念
事
業
事
務
局
事
務
室
長（
以
下：

清
水
）　
こ
れ
ま
で
学
園
の
周
年
事
業
と
い
え

ば
、式
典
と
祝
賀
会
が
主
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
80

周
年
に
お
い
て
も
式
典
・
祝
賀
会
は
開
催
し
ま

し
た
が
、そ
れ
以
外
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
記
念

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

80
周
年
に
際
し
て
は
記
念
委
員
会
を
含
め
て
10

の
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
、す
べ
て
の
設
置
校
か
ら
の

委
員
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。法
人
事
務
局
が

中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
従
来
と
は
違
い
、

学
園
の
総
力
を
挙
げ
て
実
施
し
た
記
念
事
業
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
ね
。

稲
置
　
学
園
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
、在

学
生
・
卒
業
生
・
保
護
者
・
教
職
員
の
絆
を
強
く

し
、学
園
と
し
て
の
一
体
感
を
高
め
る
こ
と
は
、

80
周
年
記
念
事
業
全
体
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。そ
の
点
で
ひ
と
つ
象
徴
的
だ
と
言
え
る
の

が
、「
星
稜
音
楽
祭
」の
実
施
で
す
。

宮
﨑
正
史 

星
稜
音
楽
祭
実
行
委
員
長（
以
下
：

宮
﨑
）　「
星
稜
音
楽
祭
」は
、園
児
か
ら
生
徒
、

大
学
生
ま
で
の
在
学
生
と
卒
業
生
、保
護
者
の

方
々
、ま
た
教
職
員
が
プ
ロ
の
演
奏
家
・
声
楽
家

と
と
も
に
舞
台
に
立
っ
て
オ
ペ
ラ
を
演
じ
る
と

い
う
取
り
組
み
で
し
た
。

　
今
回
、舞
台
監
督
と
し
て
演
出
を
し
て
い
た

だ
い
た
藪
西
正
道
さ
ん
が「
非
常
に
す
ば
ら
し

い
出
来
だ
っ
た
」と
評
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う

に
、本
番
で
の
歌
と
演
技
は
多
く
の
観
客
の
心

を
打
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
本
番
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ
こ
に
至

る
ま
で
重
ね
て
き
た
練
習
も
含
め
て
、立
場
も

年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の

オ
ペ
ラ
を
通
し
て
心
の
結
び
つ
き
を
強
め
て

い
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、こ
の「
星
稜
音
楽
祭
」

の
意
義
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。長
い
練

習
期
間
と
大
舞
台
の
経
験
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ

た
絆
が
、舞
台
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
見
事
に

花
開
い
た
こ
と
に
私
も
感
動
し
ま
し
た
。

稲
置
　
学
園
の
今
後
を
考
え
た
と
き
、「
星
稜
音

楽
祭
」に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
と
お

考
え
で
す
か
？

宮
﨑
　
音
楽
に
は
人
と
人
を
つ
な
い
で
く
れ
る

力
が
あ
り
ま
す
。「
星
稜
音
楽
祭
」は
、そ
の
力
を

私
を
含
め
て
学
園
の
皆
が
実
感
で
き
、感
動
と

達
成
感
を
共
有
で
き
た
非
常
に
い
い
機
会
で
し

た
。今
回
は
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
で
し
た
が
、規
模

は
小
さ
く
と
も
こ
の
よ
う
な
音
楽
企
画
を
毎
年

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、と
考
え
て
い

ま
す
。今
以
上
に
学
園
の
つ
な
が
り
を
強
め
、拡

げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

稲
置
　
一
方
の「
星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、

「
教
育
」か
ら
学
園
の
連
帯
感
を
高
め
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
し
た
。

村
井
万
寿
夫 

星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行

委
員
長（
以
下
：
村
井
）　
は
い
。「
星
稜
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、１
日
目
の「
学
園
教
育
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」と
２
日
目
の「
国
際
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」の
二
つ
か
ら
な
る
事
業
で
し
た
。

　「
学
園
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、幼
稚
園
・
中

学
高
校
・
短
大
部
・
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
で「
星
稜
の

人
間
教
育
」が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か

の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。学
園
の
各
設
置
校
は
建
学
の
精

神「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」

を
共
有
し
て
い
ま
す
が
、幼
稚
園
児
か
ら
大
学
院

生
ま
で
の
幅
広
い
年
代
と
向
き
あ
う
そ
れ
ぞ
れ

の
設
置
校
で
ど
の
よ
う
な
教
育
施
策
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
か
ま
で
は
、こ
れ
ま
で
共
有
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。80
周
年
と
い
う
機
会
に
互
い

の
教
育
を
理
解
し
あ
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
と

共
通
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、稲
置
学
園
を
卒

業
し
て
現
在
は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
４
名
の
方
を
お
招
き
し
、中
学
生
・
高
校

生
・
短
大
生
・
大
学
生
に
向
け
て「
星
稜
の
教
育

が
い
か
に
役
立
っ
た
か
」を
中
心
に
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
招
き
し
た
の
は
、金
沢

星
稜
大
学
を
卒
業
し
て
米
国
公
認
会
計
士
と
な

り
上
海
で
活
躍
し
て
い
る
楊
瓘
瓘
さ
ん
、旧
金

沢
経
済
大
学
を
卒
業
し
タ
イ
で
活
躍
す
る
経
営

者
テ
ム
ラ
ッ
ク
・
チ
ャ
オ
さ
ん
、星
稜
高
校
卒
業

生
で
現
在
は
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
研
究

員
を
し
て
い
る
生
命
科
学
者
の
谷
内
江
望
さ

ん
、同
じ
く
星
稜
高
校
の
卒
業
生
で
地
元
石
川

で
世
界
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る

三
谷
産
業
社
長
の
饗
庭
達
也
さ
ん
の
４
名
で

す
。ま
た
、司
会
は
旧
星
稜
女
子
短
期
大
学
卒
業

「
星
稜
音
楽
祭
」
で

結
ば
れ
た
、立
場
も

年
齢
も
超
え
た
絆
。

創
立
80
周
年
事
業
を
終
え
て

村井万寿夫　星稜教育シンポジウム実行委員長

清水実　80周年記念事業事務局事務室長

宮﨑正史　星稜音楽祭実行委員長
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教
職
員
に
相
互
理
解
を
、

園
児・生
徒・学
生
に
夢
を
。

星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

稲置学園80周年が、
残してくれたもの。

創立80周年記念事業総括 座談会

写真左から　星稜教育シンポジウム実行委員長：村井万寿夫、星稜音楽祭実行委員長：宮﨑正史、創立80周年記念事業企画・実行委員長：稲置慎也、80年史編纂室委員長：沢田勲、80周年記念事業事務局事務室長：清水実

稲
置
慎
也 

記
念
事
業
企
画・
実
行
委
員
長（
以

下：稲
置
）　
稲
置
学
園
が
創
立
80
周
年
を
迎
え

た
今
年
も
終
わ
り
が
近
づ
き
、数
々
の
周
年
記

念
事
業
も
盛
況
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、「
星
稜
音
楽
祭
」「
星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」「
80
年
史
の
編
纂
」と
い
う
三
つ
の
記
念

事
業
の
責
任
者
の
方
々
と
記
念
事
業
事
務
局
清

水
室
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
80
周
年
事
業
全
体

を
通
し
て
記
念
事
業
事
務
局
か
ら
見
た
感
想
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

清
水
実 

記
念
事
業
事
務
局
事
務
室
長（
以
下：

清
水
）　
こ
れ
ま
で
学
園
の
周
年
事
業
と
い
え

ば
、式
典
と
祝
賀
会
が
主
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
80

周
年
に
お
い
て
も
式
典
・
祝
賀
会
は
開
催
し
ま

し
た
が
、そ
れ
以
外
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
記
念

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

80
周
年
に
際
し
て
は
記
念
委
員
会
を
含
め
て
10

の
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
、す
べ
て
の
設
置
校
か
ら
の

委
員
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。法
人
事
務
局
が

中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
従
来
と
は
違
い
、

学
園
の
総
力
を
挙
げ
て
実
施
し
た
記
念
事
業
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
ね
。

稲
置
　
学
園
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
、在

学
生
・
卒
業
生
・
保
護
者
・
教
職
員
の
絆
を
強
く

し
、学
園
と
し
て
の
一
体
感
を
高
め
る
こ
と
は
、

80
周
年
記
念
事
業
全
体
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。そ
の
点
で
ひ
と
つ
象
徴
的
だ
と
言
え
る
の

が
、「
星
稜
音
楽
祭
」の
実
施
で
す
。

宮
﨑
正
史 

星
稜
音
楽
祭
実
行
委
員
長（
以
下
：

宮
﨑
）　「
星
稜
音
楽
祭
」は
、園
児
か
ら
生
徒
、

大
学
生
ま
で
の
在
学
生
と
卒
業
生
、保
護
者
の

方
々
、ま
た
教
職
員
が
プ
ロ
の
演
奏
家
・
声
楽
家

と
と
も
に
舞
台
に
立
っ
て
オ
ペ
ラ
を
演
じ
る
と

い
う
取
り
組
み
で
し
た
。

　
今
回
、舞
台
監
督
と
し
て
演
出
を
し
て
い
た

だ
い
た
藪
西
正
道
さ
ん
が「
非
常
に
す
ば
ら
し

い
出
来
だ
っ
た
」と
評
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う

に
、本
番
で
の
歌
と
演
技
は
多
く
の
観
客
の
心

を
打
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
本
番
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ
こ
に
至

る
ま
で
重
ね
て
き
た
練
習
も
含
め
て
、立
場
も

年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の

オ
ペ
ラ
を
通
し
て
心
の
結
び
つ
き
を
強
め
て

い
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、こ
の「
星
稜
音
楽
祭
」

の
意
義
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。長
い
練

習
期
間
と
大
舞
台
の
経
験
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ

た
絆
が
、舞
台
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
見
事
に

花
開
い
た
こ
と
に
私
も
感
動
し
ま
し
た
。

稲
置
　
学
園
の
今
後
を
考
え
た
と
き
、「
星
稜
音

楽
祭
」に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
と
お

考
え
で
す
か
？

宮
﨑
　
音
楽
に
は
人
と
人
を
つ
な
い
で
く
れ
る

力
が
あ
り
ま
す
。「
星
稜
音
楽
祭
」は
、そ
の
力
を

私
を
含
め
て
学
園
の
皆
が
実
感
で
き
、感
動
と

達
成
感
を
共
有
で
き
た
非
常
に
い
い
機
会
で
し

た
。今
回
は
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
で
し
た
が
、規
模

は
小
さ
く
と
も
こ
の
よ
う
な
音
楽
企
画
を
毎
年

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、と
考
え
て
い

ま
す
。今
以
上
に
学
園
の
つ
な
が
り
を
強
め
、拡

げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

稲
置
　
一
方
の「
星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、

「
教
育
」か
ら
学
園
の
連
帯
感
を
高
め
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
し
た
。

村
井
万
寿
夫 

星
稜
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行

委
員
長（
以
下
：
村
井
）　
は
い
。「
星
稜
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、１
日
目
の「
学
園
教
育
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」と
２
日
目
の「
国
際
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」の
二
つ
か
ら
な
る
事
業
で
し
た
。

　「
学
園
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、幼
稚
園
・
中

学
高
校
・
短
大
部
・
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
で「
星
稜
の

人
間
教
育
」が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か

の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。学
園
の
各
設
置
校
は
建
学
の
精

神「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」

を
共
有
し
て
い
ま
す
が
、幼
稚
園
児
か
ら
大
学
院

生
ま
で
の
幅
広
い
年
代
と
向
き
あ
う
そ
れ
ぞ
れ

の
設
置
校
で
ど
の
よ
う
な
教
育
施
策
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
か
ま
で
は
、こ
れ
ま
で
共
有
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。80
周
年
と
い
う
機
会
に
互
い

の
教
育
を
理
解
し
あ
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
と

共
通
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、稲
置
学
園
を
卒

業
し
て
現
在
は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
４
名
の
方
を
お
招
き
し
、中
学
生
・
高
校

生
・
短
大
生
・
大
学
生
に
向
け
て「
星
稜
の
教
育

が
い
か
に
役
立
っ
た
か
」を
中
心
に
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
招
き
し
た
の
は
、金
沢

星
稜
大
学
を
卒
業
し
て
米
国
公
認
会
計
士
と
な

り
上
海
で
活
躍
し
て
い
る
楊
瓘
瓘
さ
ん
、旧
金

沢
経
済
大
学
を
卒
業
し
タ
イ
で
活
躍
す
る
経
営

者
テ
ム
ラ
ッ
ク
・
チ
ャ
オ
さ
ん
、星
稜
高
校
卒
業

生
で
現
在
は
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
研
究

員
を
し
て
い
る
生
命
科
学
者
の
谷
内
江
望
さ

ん
、同
じ
く
星
稜
高
校
の
卒
業
生
で
地
元
石
川

で
世
界
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る

三
谷
産
業
社
長
の
饗
庭
達
也
さ
ん
の
４
名
で

す
。ま
た
、司
会
は
旧
星
稜
女
子
短
期
大
学
卒
業

「
星
稜
音
楽
祭
」
で

結
ば
れ
た
、立
場
も

年
齢
も
超
え
た
絆
。

創
立
80
周
年
事
業
を
終
え
て

村井万寿夫　星稜教育シンポジウム実行委員長

清水実　80周年記念事業事務局事務室長

宮﨑正史　星稜音楽祭実行委員長
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寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2012.9.1～2012.11.30受付分）

同窓会
板坂　悟
上森　弘
㈱セルヴィス
　田村　茂生

保護者会
青井　久利
川南　浩
久司　登
篠田　時治
瀧田　仁
能田　彰
平野　圭介

宮井　久
米　隆範
米林　英明
若狭　浩幸

一般（個人・法人）
㈱日本エージェンシー
　林　靖男

学園役員・職員
大森　重宣
菅野　成也
髙村　知美
方　斌
若原　あづさ

本学園は、平成24年（2012年）に創立80周年を迎えるにあたり、学園各
設置校に在籍する学生・生徒・園児が満足な学園生活を送ることができるよ
う、更なる教育環境の整備・改善、就学援助の充実、課外活動の支援等に取
り組んでいきたいと考えております。これらの取り組みのため、同窓生・保護
者・教職員並びに有志の皆さまから広くご寄附を募ることとなり、平成23年
2月より寄附金募集を開始いたしました。趣旨にご賛同いただいた多くの皆
さまからのご厚意に心より感謝申し上げます。
寄附金事業は平成24年9月まで実施いたしました。
　

学校法人稲置学園理事長　　稲置　美弥子
学園創立80周年記念事業企画・実行委員長
学校法人稲置学園理事　　　　稲置　慎也

学園創立80周年記念事業
「寄附金募集」について

■集計表

1．大　学

2．短　大

3．星　稜

4．実　践

　　   小　計

5．大　学

6．短　大

7．高　校

8．中　学

9．幼稚園

　　   小　計

10．個　人

11．法人(会社等)

小　計

12．学園役員

13．専任職員

14．旧役員・旧職員

　　   小　計

181

47

389

102

719

251

35

455

45

10

796

36

58

94

13

170

25

208

1,817

15,482,100

3,370,000

14,206,000

1,617,000

34,675,100

5,997,000

613,000

7,490,000

512,000

70,000

14,682,000

615,000

16,790,000

17,405,000

8,505,000

10,415,000

1,800,000

20,720,000

87,482,100

区　分
件　数

寄　附　金

金　額

合　計

同  

窓  

会

保
護
者
会

役
員
・
職
員

一

　般

平成24年11月30日現在

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、

こ
れ
か
ら
に
活
か
す
。

80
年
史
の
編
纂

終
わ
り
に

稲
置
慎
也 

記
念
事
業
企
画
・
実
行
委
員
長

創立80周年記念事業総括 座談会

稲置学園80周年が、
残してくれたもの。

生
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
越

村
江
莉
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
合
わ
せ
、す

べ
て
の
設
置
校
の
教
職
員
、生
徒
・
学
生
と
卒
業

生
が
、あ
ら
た
め
て「
星
稜
」の
教
育
の
存
在
意

義
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

稲
置
　
両
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
て
の
反
響

は
い
か
が
で
し
た
か
？

村
井
　「
学
園
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、発
起

人
で
あ
る
金
沢
星
稜
大
学
の
坂
野
学
長
が「
予

想
以
上
の
成
果
」と
語
ら
れ
た
通
り
、参
加
し
た

教
職
員
か
ら
機
運
を
高
め
ら
れ
た
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
も
、参
加
し
た
生
徒
・
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら「
夢
や
希
望
を
持
っ
て
前
向
き
に
学
ぼ
う
」と

い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で
は

な
く
通
過
点
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
人
間
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、そ
れ
を
実
践
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。そ
し
て
、年
に
一
回
で
も
い

い
か
ら
各
校
が
集
ま
っ
て
確
認
し
あ
う
場
を
持

て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
今
後
の
星

稜
の
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

清
水
　
同
じ
く
80
年
史
の
編
纂
も
各
設
置
校
か

ら
の
委
員
が
参
加
し
、ま
た
そ
の
他
に
も
多
く

の
教
職
員
が
関
与
す
る
、学
校
の
枠
を
超
え
た

事
業
と
な
り
ま
し
た
ね
。

沢
田
勲 

80
年
史
編
纂
室
委
員
長（
以
下：沢
田
）

　
そ
の
通
り
で
す
。年
史
編
纂
室
の
メ
ン
バ
ー

は
委
員
10
名
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
名
の
み
。80

年
の
歴
史
を
記
す
年
史
の
編
集
は
、と
て
も
こ

の
人
数
で
で
き
る
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。委

員
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
教
職
員
の
方
々
の
協

力
を
得
て
完
成
し
た
今
回
の
年
史
は
、学
園
全

体
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稲
置
　
こ
れ
ま
で
の
学
園
の
歩
み
を
残
し
、後

世
に
伝
え
て
い
く
年
史
の
編
纂
も
非
常
に
重
要

な
事
業
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
20
年

後
、1
0
0
年
史
を
編
纂
す
る
際
の
礎
と
な
る

か
ら
で
す
。

沢
田
　
年
史
を
編
纂
す
る
こ
と
に
は
二
つ
の
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
つ
は
80
年
の
学
園

の
歩
み
、歴
史
を
正
し
く
記
録
し
、後
世
に
残
す

と
い
う
こ
と
で
す
。も
う
一
つ
は
、80
年
間
学
園

の
教
育
理
念
が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
き
た

か
、建
学
の
精
神
が
ど
う
い
う
形
で
現
場
に
息

づ
い
て
き
た
の
か
を
記
録
し
て
、次
の
時
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
編
纂
し
た
80
年
史
は
4
0
0
ペ
ー
ジ
の

冊
子
で
す
が
、そ
の
内
の
3
0
0
ペ
ー
ジ
は
近

20
年
の
出
来
事
で
す
。さ
ら
に
そ
の
3
0
0

ペ
ー
ジ
の
半
分
以
上
が
こ
こ
10
年
の
出
来
事
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、最
近
の
20
年
、

特
に
こ
の
10
年
が
、そ
れ
以
前
の
60
年
に
比
べ

て
、目
を
見
張
る
勢
い
で
変
化
し
た
時
代
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。先
代
理
事
長
の
60

年
は「
静
の
学
園
」、現
理
事
長
の
20
年
は「
動
の

学
園
」で
あ
る
と
表
現
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
稲
置
委
員
長
が
1
0
0
年
史
の
お
話
を
さ
れ

ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
の
20
年
は
さ
ら
に
激
動

の
時
代
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。少
子

化
を
背
景
に
教
育
機
関
に
と
っ
て
は
困
難
が
続

く
こ
れ
か
ら
の
時
代
、そ
れ
を
乗
り
越
え
る
鍵

は
過
去
の
知
見
と
経
験
則
に
あ
る
は
ず
で
す
。

今
回
の
80
年
史
は
、そ
れ
を
意
識
し
て
編
纂
さ

れ
て
い
ま
す
。学
園
の
今
後
に
役
立
て
ら
れ
た

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

清
水
　
過
去
10
年
ご
と
に
年
史
を
発
行
し
て
い

ま
す
が
、今
回
の
年
史
は
そ
れ
ら
の
い
い
と
こ
ろ

取
り
を
し
た
す
ば
ら
し
い
年
史
が
で
き
た
と
思

い
ま
し
た
。Ｃ
Ｄ-

R
O
M
版
と
い
う
新
し
い
試
み

も
行
わ
れ
ま
し
た
ね
。さ
ら
に
、沢
田
先
生
を
始

め
委
員
の
方
々
が
ご
苦
労
さ
れ
た
今
回
の
教
訓

を
活
か
し
、よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
編
纂
作
業
を
進
め

る
た
め
に
各
校
の
刊
行
物
を
蓄
積
し
て
散
逸
を

防
ぐ
資
料
室
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
置
　
今
回
の
80
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
特

徴
的
な
の
は
、す
べ
て
自
分
た
ち
の
力
で
実
施

し
た
と
い
う
点
で
す
。外
部
か
ら
人
を
招
い
て

講
演
を
行
う
な
ど
の
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、「
星
稜
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
力
を
結
集
し
て

実
現
し
た
特
別
な
周
年
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

沢
田
　
そ
れ
が
総
合
学
園
の
よ
さ
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。互
い
に
連
携
し
な
が
ら
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
80
周
年
は
、そ
の
絆
を
よ
り
強

く
、深
く
し
て
く
れ
た
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。

宮
﨑
　
今
各
校
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み

も
、ち
ょ
っ
と
輪
を
拡
げ
れ
ば
学
園
全
体
の
取

り
組
み
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。そ
う

い
う
試
み
が
増
え
れ
ば
、学
園
の
一
体
感
も
さ

ら
に
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

村
井
　
今
回
さ
ま
ざ
ま
な
周
年
事
業
が
企
画
・

実
行
さ
れ
ま
し
た
が
、総
じ
て
、
80
周
年
と
い

う
節
目
に
稲
置
学
園
で
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
も
う
一
度
自
覚
す
る
機
会
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
80
周
年
」と
い
う
大

き
な
企
画
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

清
水
　
80
周
年
を
盛
大
に
祝
っ
て
、そ
れ
で
終

わ
り
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
こ
で
得
た

学
園
の
連
携
を
、さ
ら
に
今
後
に
活
か
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。星
稜
は
こ
の
厳
し

い
時
代
に
あ
っ
て
、園
児
・
生
徒
・
学
生
の
募
集

や
大
学
・
短
期
大
学
部
の
就
職
に
お
い
て
も
高

い
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
が
、今
後
は
さ
ら
に

困
難
な
時
代
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

80
周
年
の
機
会
に
再
確
認
し
た
建
学
の
精
神
を

胸
に
、日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

稲
置
　
先
代
理
事
長
の
60
年
が「
ホ
ッ
プ
」、今

回
の
80
周
年
ま
で
が「
ス
テ
ッ
プ
」。そ
し
て
、

80
周
年
は
、

「
星
稜
1
0
0
年
」
へ
の

ス
テ
ッ
プ
。

　
今
回
の
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
窓
会
・
学
園
関
係
者
・
保

護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
本
当
に
た
く
さ

ん
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
全
て
が
成

功
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
事
業
に
携
わ
っ
た
教
職
員
の
皆
さ
ま

は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
さ
れ
た
園
児
・
生
徒
・

学
生
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
園
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
の

試
み
で
あ
っ
た
「
寄
附
金
募
集
」
に
つ
き

ま
し
て
も
、学
園
関
係
者
か
ら
一
般
の
方
々

に
至
る
ま
で
多
く
の
篤
志
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
園
各
設
置
校
に
在
籍
す

る
園
児
・
生
徒
・
学
生
が
今
後
と
も
安
心
・

充
実
・
満
足
の
で
き
る
学
園
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
環
境
の
改
善
や

就
学
支
援
の
充
実
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
今
回
の
創
立
80
周
年
を
機
に
私
自
身
も

精
進
し
、
学
園
の
こ
れ
か
ら
を
よ
り
一
層

輝
か
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
総
括
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

20
年
後
の
1
0
0
周
年
が「
ジ
ャ
ン
プ
」で
す
。

皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
成
功
し
た
80
周
年
で
す

が
、あ
く
ま
で「
星
稜
1
0
0
年
」へ
の
ス
テ
ッ

プ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
20
年
後
の
1
0
0
周
年
も
、さ
ら
に
そ
の
先

も
、我
々
の
教
育
が
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
た

め
に
、今
年
得
た「
星
稜
」と
い
う
名
の
強
い
団

結
を
大
切
に
し
て
、未
来
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

稲置慎也　創立80周年記念事業企画・実行委員長

沢田勲　80年史編纂室委員長



4 3

寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2012.9.1～2012.11.30受付分）

同窓会
板坂　悟
上森　弘
㈱セルヴィス
　田村　茂生

保護者会
青井　久利
川南　浩
久司　登
篠田　時治
瀧田　仁
能田　彰
平野　圭介

宮井　久
米　隆範
米林　英明
若狭　浩幸

一般（個人・法人）
㈱日本エージェンシー
　林　靖男

学園役員・職員
大森　重宣
菅野　成也
髙村　知美
方　斌
若原　あづさ

本学園は、平成24年（2012年）に創立80周年を迎えるにあたり、学園各
設置校に在籍する学生・生徒・園児が満足な学園生活を送ることができるよ
う、更なる教育環境の整備・改善、就学援助の充実、課外活動の支援等に取
り組んでいきたいと考えております。これらの取り組みのため、同窓生・保護
者・教職員並びに有志の皆さまから広くご寄附を募ることとなり、平成23年
2月より寄附金募集を開始いたしました。趣旨にご賛同いただいた多くの皆
さまからのご厚意に心より感謝申し上げます。
寄附金事業は平成24年9月まで実施いたしました。
　

学校法人稲置学園理事長　　稲置　美弥子
学園創立80周年記念事業企画・実行委員長
学校法人稲置学園理事　　　　稲置　慎也

学園創立80周年記念事業
「寄附金募集」について

■集計表

1．大　学

2．短　大

3．星　稜

4．実　践

　　   小　計

5．大　学

6．短　大

7．高　校

8．中　学

9．幼稚園

　　   小　計

10．個　人

11．法人(会社等)

小　計

12．学園役員

13．専任職員

14．旧役員・旧職員

　　   小　計

181

47

389

102

719

251

35

455

45

10

796

36

58

94

13

170

25

208

1,817

15,482,100

3,370,000

14,206,000

1,617,000

34,675,100

5,997,000

613,000

7,490,000

512,000

70,000

14,682,000

615,000

16,790,000

17,405,000

8,505,000

10,415,000

1,800,000

20,720,000

87,482,100

区　分
件　数

寄　附　金

金　額

合　計

同  

窓  

会

保
護
者
会

役
員
・
職
員

一

　般

平成24年11月30日現在

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、

こ
れ
か
ら
に
活
か
す
。

80
年
史
の
編
纂

終
わ
り
に

稲
置
慎
也 

記
念
事
業
企
画
・
実
行
委
員
長

創立80周年記念事業総括 座談会

稲置学園80周年が、
残してくれたもの。

生
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
越

村
江
莉
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
合
わ
せ
、す

べ
て
の
設
置
校
の
教
職
員
、生
徒
・
学
生
と
卒
業

生
が
、あ
ら
た
め
て「
星
稜
」の
教
育
の
存
在
意

義
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

稲
置
　
両
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
て
の
反
響

は
い
か
が
で
し
た
か
？

村
井
　「
学
園
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、発
起

人
で
あ
る
金
沢
星
稜
大
学
の
坂
野
学
長
が「
予

想
以
上
の
成
果
」と
語
ら
れ
た
通
り
、参
加
し
た

教
職
員
か
ら
機
運
を
高
め
ら
れ
た
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
も
、参
加
し
た
生
徒
・
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら「
夢
や
希
望
を
持
っ
て
前
向
き
に
学
ぼ
う
」と

い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で
は

な
く
通
過
点
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
人
間
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、そ
れ
を
実
践
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。そ
し
て
、年
に
一
回
で
も
い

い
か
ら
各
校
が
集
ま
っ
て
確
認
し
あ
う
場
を
持

て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
今
後
の
星

稜
の
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

清
水
　
同
じ
く
80
年
史
の
編
纂
も
各
設
置
校
か

ら
の
委
員
が
参
加
し
、ま
た
そ
の
他
に
も
多
く

の
教
職
員
が
関
与
す
る
、学
校
の
枠
を
超
え
た

事
業
と
な
り
ま
し
た
ね
。

沢
田
勲 

80
年
史
編
纂
室
委
員
長（
以
下：沢
田
）

　
そ
の
通
り
で
す
。年
史
編
纂
室
の
メ
ン
バ
ー

は
委
員
10
名
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
名
の
み
。80

年
の
歴
史
を
記
す
年
史
の
編
集
は
、と
て
も
こ

の
人
数
で
で
き
る
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。委

員
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
教
職
員
の
方
々
の
協

力
を
得
て
完
成
し
た
今
回
の
年
史
は
、学
園
全

体
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稲
置
　
こ
れ
ま
で
の
学
園
の
歩
み
を
残
し
、後

世
に
伝
え
て
い
く
年
史
の
編
纂
も
非
常
に
重
要

な
事
業
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
20
年

後
、1
0
0
年
史
を
編
纂
す
る
際
の
礎
と
な
る

か
ら
で
す
。

沢
田
　
年
史
を
編
纂
す
る
こ
と
に
は
二
つ
の
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
つ
は
80
年
の
学
園

の
歩
み
、歴
史
を
正
し
く
記
録
し
、後
世
に
残
す

と
い
う
こ
と
で
す
。も
う
一
つ
は
、80
年
間
学
園

の
教
育
理
念
が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
き
た

か
、建
学
の
精
神
が
ど
う
い
う
形
で
現
場
に
息

づ
い
て
き
た
の
か
を
記
録
し
て
、次
の
時
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
編
纂
し
た
80
年
史
は
4
0
0
ペ
ー
ジ
の

冊
子
で
す
が
、そ
の
内
の
3
0
0
ペ
ー
ジ
は
近

20
年
の
出
来
事
で
す
。さ
ら
に
そ
の
3
0
0

ペ
ー
ジ
の
半
分
以
上
が
こ
こ
10
年
の
出
来
事
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、最
近
の
20
年
、

特
に
こ
の
10
年
が
、そ
れ
以
前
の
60
年
に
比
べ

て
、目
を
見
張
る
勢
い
で
変
化
し
た
時
代
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。先
代
理
事
長
の
60

年
は「
静
の
学
園
」、現
理
事
長
の
20
年
は「
動
の

学
園
」で
あ
る
と
表
現
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
稲
置
委
員
長
が
1
0
0
年
史
の
お
話
を
さ
れ

ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
の
20
年
は
さ
ら
に
激
動

の
時
代
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。少
子

化
を
背
景
に
教
育
機
関
に
と
っ
て
は
困
難
が
続

く
こ
れ
か
ら
の
時
代
、そ
れ
を
乗
り
越
え
る
鍵

は
過
去
の
知
見
と
経
験
則
に
あ
る
は
ず
で
す
。

今
回
の
80
年
史
は
、そ
れ
を
意
識
し
て
編
纂
さ

れ
て
い
ま
す
。学
園
の
今
後
に
役
立
て
ら
れ
た

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

清
水
　
過
去
10
年
ご
と
に
年
史
を
発
行
し
て
い

ま
す
が
、今
回
の
年
史
は
そ
れ
ら
の
い
い
と
こ
ろ

取
り
を
し
た
す
ば
ら
し
い
年
史
が
で
き
た
と
思

い
ま
し
た
。Ｃ
Ｄ-

R
O
M
版
と
い
う
新
し
い
試
み

も
行
わ
れ
ま
し
た
ね
。さ
ら
に
、沢
田
先
生
を
始

め
委
員
の
方
々
が
ご
苦
労
さ
れ
た
今
回
の
教
訓

を
活
か
し
、よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
編
纂
作
業
を
進
め

る
た
め
に
各
校
の
刊
行
物
を
蓄
積
し
て
散
逸
を

防
ぐ
資
料
室
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
置
　
今
回
の
80
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
特

徴
的
な
の
は
、す
べ
て
自
分
た
ち
の
力
で
実
施

し
た
と
い
う
点
で
す
。外
部
か
ら
人
を
招
い
て

講
演
を
行
う
な
ど
の
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、「
星
稜
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
力
を
結
集
し
て

実
現
し
た
特
別
な
周
年
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

沢
田
　
そ
れ
が
総
合
学
園
の
よ
さ
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。互
い
に
連
携
し
な
が
ら
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
80
周
年
は
、そ
の
絆
を
よ
り
強

く
、深
く
し
て
く
れ
た
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。

宮
﨑
　
今
各
校
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み

も
、ち
ょ
っ
と
輪
を
拡
げ
れ
ば
学
園
全
体
の
取

り
組
み
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。そ
う

い
う
試
み
が
増
え
れ
ば
、学
園
の
一
体
感
も
さ

ら
に
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

村
井
　
今
回
さ
ま
ざ
ま
な
周
年
事
業
が
企
画
・

実
行
さ
れ
ま
し
た
が
、総
じ
て
、
80
周
年
と
い

う
節
目
に
稲
置
学
園
で
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
も
う
一
度
自
覚
す
る
機
会
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
80
周
年
」と
い
う
大

き
な
企
画
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

清
水
　
80
周
年
を
盛
大
に
祝
っ
て
、そ
れ
で
終

わ
り
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
こ
で
得
た

学
園
の
連
携
を
、さ
ら
に
今
後
に
活
か
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。星
稜
は
こ
の
厳
し

い
時
代
に
あ
っ
て
、園
児
・
生
徒
・
学
生
の
募
集

や
大
学
・
短
期
大
学
部
の
就
職
に
お
い
て
も
高

い
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
が
、今
後
は
さ
ら
に

困
難
な
時
代
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

80
周
年
の
機
会
に
再
確
認
し
た
建
学
の
精
神
を

胸
に
、日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

稲
置
　
先
代
理
事
長
の
60
年
が「
ホ
ッ
プ
」、今

回
の
80
周
年
ま
で
が「
ス
テ
ッ
プ
」。そ
し
て
、

80
周
年
は
、

「
星
稜
1
0
0
年
」
へ
の

ス
テ
ッ
プ
。

　
今
回
の
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
窓
会
・
学
園
関
係
者
・
保

護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
本
当
に
た
く
さ

ん
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
全
て
が
成

功
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
事
業
に
携
わ
っ
た
教
職
員
の
皆
さ
ま

は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
さ
れ
た
園
児
・
生
徒
・

学
生
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
園
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
の

試
み
で
あ
っ
た
「
寄
附
金
募
集
」
に
つ
き

ま
し
て
も
、学
園
関
係
者
か
ら
一
般
の
方
々

に
至
る
ま
で
多
く
の
篤
志
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
園
各
設
置
校
に
在
籍
す

る
園
児
・
生
徒
・
学
生
が
今
後
と
も
安
心
・

充
実
・
満
足
の
で
き
る
学
園
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
環
境
の
改
善
や

就
学
支
援
の
充
実
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
今
回
の
創
立
80
周
年
を
機
に
私
自
身
も

精
進
し
、
学
園
の
こ
れ
か
ら
を
よ
り
一
層

輝
か
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
総
括
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

20
年
後
の
1
0
0
周
年
が「
ジ
ャ
ン
プ
」で
す
。

皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
成
功
し
た
80
周
年
で
す

が
、あ
く
ま
で「
星
稜
1
0
0
年
」へ
の
ス
テ
ッ

プ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
20
年
後
の
1
0
0
周
年
も
、さ
ら
に
そ
の
先

も
、我
々
の
教
育
が
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
た

め
に
、今
年
得
た「
星
稜
」と
い
う
名
の
強
い
団

結
を
大
切
に
し
て
、未
来
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

稲置慎也　創立80周年記念事業企画・実行委員長

沢田勲　80年史編纂室委員長



「WA～和・輪～」の創造「WA～和・輪～」の創造
今年も10月26日(金)～28日(日)の日程で「第11回流星祭」が盛大に行

われました。今年より、大

学・短大の合同で開催され、屋台出店数は34店にも上り、過去最大規
模の流星祭となりました。

27日は晴天に恵まれ、ステージでは『U字工事』と『ぶんぶんボウル』
の爆笑ステージをはじめ、

メインイベントの星稜ミス・ミスターコンテストやコスプレ大会、ク
ラブパフォーマンス『よさこ

いサークル-煌-』の演舞などが行われ、大きな盛り上がりを見せまし
た。

28日は生憎の天候となりましたが、軽音ライブやカラオケ大会が行
われ、新校舎を取り巻く

大歓声が響き渡る中、本館内でもお化け屋敷やオープンピアッツ
ァなど、こどもたちが楽しめ

る企画が多数用意されました。さらに短期大学部恒例企画のブライ
ダルファッションショーで

は、友人や家族が大勢つめかけ、大きな賑わいを見せる中、憧れの
ウェディングドレスをまとう

女子学生からも笑顔が溢れていました。

ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

ボリューム満点の流星祭!  大学×短大 初共演!

学
生
を
国
連
本
部
に
派
遣
し
、国
連
を
取

り
巻
く
世
界
情
勢
等
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
る「
い
し
か
わ
国
連
ス
タ
デ
ィ
ビ
ジ
ッ
ト・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
本
学
の
藤
田
寿
乃
さ
ん（
経

済
学
部
2
年
次
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。来

年
の
2
月
11
日
か
ら
約
2
週
間
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
研
修
に
参
加
し
ま
す
。将
来
は

国
際
関
係
の
公
務
員

を
志
願
し
て
い
る
藤
田

さ
ん
。世
界
最
大
の
政

府
機
関
を
じ
っ
く
り

見
て
き
て
く
だ
さ
い
。

大
学
３
年
次
を
対
象
と
し
た
第
一
回
就

職
対
策
合
宿
。今
年
参
加
者
は
約
１
５
０

名
。例
年
よ
り
も
約
30
名
多
く
参
加
し
た
合

宿
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
こ
こ
数
年
急
増
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｄ
）選
考

対
策
を
行
い
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
で
論
理
的

に
話
し
合
い
そ
の
結
果
を
人
前
で
発
表
し

大
学
３
年
次
を
対
象
に
履
歴
書
用
写
真

撮
影
会
を
開
催
し
ま
し
た
。書
類
選
考
の
一

つ
に
な
る
履
歴
書
の
写
真
が
印
象
の
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、プ
ロ
の
ヘ
ア
メ
イ
ク
さ

ん
と
カ
メ
ラ
マ
ン
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
、き

ち
ん
と
し
た
身
だ
し
な
み
を
整
え
撮
影
し

ま
し
た
。学
生
達
は

カ
メ
ラ
の
前
で
は
緊

張
し
な
が
ら
も
爽
や

か
で
若
者
ら
し
い
笑

顔
を
見
せ
、社
会
人

の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
か
の
よ
う
で
し

た
。実
際
の
就
活
で

も
撮
影
会
で
整
え

た
容
姿
で
臨
め
ば
、

好
印
象
間
違
い
な
し

で
す
！

第
一
回
就
職
合
宿
実
施
！

大

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
へ

大

履
歴
書
写
真
撮
影
会
実
施
！

大

16
年
ぶ
り
4
度
目
の
全
国
大
会「
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
リ
ー
グ
2
0
1
2
」に
北

信
越
代
表
校
と
し
て
出
場
し
、創
部
以
来
初

の「
全
国 

第
3
位
」の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し

ま
し
た
！
　
富
士
山
を
一
望
で
き
る
試
合

会
場
で
34
人
の
選
手
た
ち
が
星
稜
魂
を
奮

い
立
た
せ
、大
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

サ
ッ
カ
ー
部 

全
国
3
位
の
大
快
挙
！

大

た
り
、採
用
担
当
者

が
評
価
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
ま
し

た
。１
泊
２
日
集
中

し
て
仲
間
と
学
ん
だ

（
Ｇ
Ｄ
）対
策
、実
際

の
選
考
や
社
会
に
出

て
か
ら
も
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
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自
分
で
生
き
て
い
け
る
。

そ
ん
な
人
を
育
て
た
い
。

　
保
護
者
の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、

「
ぜ
ひ
失
敗
を
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
保
護
者
の
方
と
お
話
し
す

る
と
、「
う
ち
の
子
は
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
ま
す

か
？
」と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ち
ゃ

ん
と
す
る
」
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
服
を
汚
し
た
り
、
友
だ
ち

と
ケ
ン
カ
し
た
り
し
な
い
こ
と
が
「
ち
ゃ
ん

と
す
る
」
だ
と
し
た
ら
、
そ
ん
な
心
配
は
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
自

分
で
や
っ
て
み
て
失
敗
す
る
こ
と
が
、
人
を

育
て
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
人
と
の
関
わ
り
方
も
同
じ
で
す
。
満
三
歳

児
は
、
こ
こ
で
初
め
て
同
じ
年
代
の
子
と
出

会
い
ま
す
。
人
と
関
わ
れ
ば
、
い
い
気
持
ち

失
敗
や
イ
ヤ
な
思
い
が

人
を
育
て
て
く
れ
る
。

の
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ヤ
な

思
い
を
し
た
り
、
泣
い
た
り
悔
し
か
っ
た
り

し
ま
す
。
で
も
そ
う
い
う
経
験
が
こ
ど
も
の

心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
、「
こ
ど
も
が
立
ち
直
る
瞬
間
」
に
接

し
た
時
な
ん
で
す
。
ケ
ン
カ
の
仲
裁
を
し
て
、

一
見
そ
の
子
も
納
得
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
も
心
ま
で
は
見
え
ま
せ
ん
。
心
の
中
で
は

ど
う
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
つ
も
悩
み

ま
す
。

　
で
も
、
た
と
え
ば
別
の
ケ
ン
カ
が
あ
っ
た

時
に
、
そ
の
子
が
私
の
言
っ
た
言
葉
を
、
私

に
注
意
さ
れ
た
よ
う
な
口
調
で
相
手
に
言
っ

て
く
れ
る
時
が
あ
る
ん
で
す
。「
あ
あ
、
あ
の

時
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
い
た
ん
だ
な
」
と
安

心
し
て
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
人
間
が
相
手
の
仕
事
で
す
か
ら
、
経
験
が

長
く
な
っ
て
も
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
、
そ

の
子
の
成
長
が
見
ら
れ
た
時
に
は
、
ま
た
が

ん
ば
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

星
稜
幼
稚
園
で
、
現
在
は
満
三
歳
児
の
ク

ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
教
諭
に

な
っ
て
23
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
近
の
こ
ど

も
を
見
て
感
じ
る
の
は
、小
さ
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
人
を
頼
っ
て
し
ま
う
子
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
で
き
な
い
」
こ
と
と
「
や
ろ
う
と
し
な
い
」

こ
と
は
違
い
ま
す
。
た
と
え
ば
服
を
着
る
と

き
、
自
分
で
着
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る

子
が
い
る
一
方
、
最
初
か
ら
「
着
せ
て
」
と
い

う
待
ち
の
態
勢
の
子
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う

子
が
、
以
前
に
比
べ
て
増
え
て
い
る
ん
で
す
。

そ
ん
な
時
、
大
人
が
手
伝
っ
て
し
ま
え
ば

簡
単
で
す
。
で
も
「
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
姿
を
見
守
り
、

失
敗
し
て
も
大
丈
夫
と
受
け
止
め
て
あ
げ
る

こ
と
が
、「
自
分
で
生
き
て
い
け
る
子
」

を
育
て
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
人
に
も
、
い
つ
も
指
示
待

ち
の
姿
勢
で
、
言
わ
れ
な
い
と

何
も
行
動
で
き
な
い
人
が
い
ま

す
よ
ね
。
そ
ん
な
人
で
は
な
く
、

「
自
分
の
気
持
ち
、言
葉
、行
動
」

を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
る
大
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
幼
少
期
に
挑
戦
し
た
経

験
、
た
と
え
失
敗
し
た
と
し
て

も
行
動
し
た
こ
と
を
褒
め
ら
れ

た
経
験
を
与
え
て
あ
げ
た
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
主
に
見
て
い
る
の
は
満

こどもにとって集団生活は成長の場であると同時にストレス。
だからお家ではしっかりとその子を見てあげてください。

自分の信じる保育をちゃんと表現して
人に伝えられるようになりたいと思っています。

第18回星稜教職員バトンメッセージ

三
歳
児
な
の
で
、
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
で
も
、「
自
分
で
や
ろ
う
」
と
い
う

気
持
ち
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
も
育
て
る
こ
と

が
、
そ
の
子
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
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世
界
情
勢
等
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
る「
い
し
か
わ
国
連
ス
タ
デ
ィ
ビ
ジ
ッ
ト・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
本
学
の
藤
田
寿
乃
さ
ん（
経

済
学
部
2
年
次
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。来

年
の
2
月
11
日
か
ら
約
2
週
間
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
研
修
に
参
加
し
ま
す
。将
来
は

国
際
関
係
の
公
務
員

を
志
願
し
て
い
る
藤
田

さ
ん
。世
界
最
大
の
政

府
機
関
を
じ
っ
く
り

見
て
き
て
く
だ
さ
い
。

大
学
３
年
次
を
対
象
と
し
た
第
一
回
就

職
対
策
合
宿
。今
年
参
加
者
は
約
１
５
０

名
。例
年
よ
り
も
約
30
名
多
く
参
加
し
た
合

宿
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
こ
こ
数
年
急
増
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｄ
）選
考

対
策
を
行
い
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
で
論
理
的

に
話
し
合
い
そ
の
結
果
を
人
前
で
発
表
し

大
学
３
年
次
を
対
象
に
履
歴
書
用
写
真

撮
影
会
を
開
催
し
ま
し
た
。書
類
選
考
の
一

つ
に
な
る
履
歴
書
の
写
真
が
印
象
の
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、プ
ロ
の
ヘ
ア
メ
イ
ク
さ

ん
と
カ
メ
ラ
マ
ン
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
、き

ち
ん
と
し
た
身
だ
し
な
み
を
整
え
撮
影
し

ま
し
た
。学
生
達
は

カ
メ
ラ
の
前
で
は
緊

張
し
な
が
ら
も
爽
や

か
で
若
者
ら
し
い
笑

顔
を
見
せ
、社
会
人

の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
か
の
よ
う
で
し

た
。実
際
の
就
活
で

も
撮
影
会
で
整
え

た
容
姿
で
臨
め
ば
、

好
印
象
間
違
い
な
し

で
す
！

第
一
回
就
職
合
宿
実
施
！

大

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
へ

大

履
歴
書
写
真
撮
影
会
実
施
！

大

16
年
ぶ
り
4
度
目
の
全
国
大
会「
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
リ
ー
グ
2
0
1
2
」に
北

信
越
代
表
校
と
し
て
出
場
し
、創
部
以
来
初

の「
全
国 

第
3
位
」の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し

ま
し
た
！
　
富
士
山
を
一
望
で
き
る
試
合

会
場
で
34
人
の
選
手
た
ち
が
星
稜
魂
を
奮

い
立
た
せ
、大
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

サ
ッ
カ
ー
部 

全
国
3
位
の
大
快
挙
！

大

た
り
、採
用
担
当
者

が
評
価
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
ま
し

た
。１
泊
２
日
集
中

し
て
仲
間
と
学
ん
だ

（
Ｇ
Ｄ
）対
策
、実
際

の
選
考
や
社
会
に
出

て
か
ら
も
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
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自
分
で
生
き
て
い
け
る
。

そ
ん
な
人
を
育
て
た
い
。

　
保
護
者
の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、

「
ぜ
ひ
失
敗
を
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
保
護
者
の
方
と
お
話
し
す

る
と
、「
う
ち
の
子
は
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
ま
す

か
？
」と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ち
ゃ

ん
と
す
る
」
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
服
を
汚
し
た
り
、
友
だ
ち

と
ケ
ン
カ
し
た
り
し
な
い
こ
と
が
「
ち
ゃ
ん

と
す
る
」
だ
と
し
た
ら
、
そ
ん
な
心
配
は
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
自

分
で
や
っ
て
み
て
失
敗
す
る
こ
と
が
、
人
を

育
て
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
人
と
の
関
わ
り
方
も
同
じ
で
す
。
満
三
歳

児
は
、
こ
こ
で
初
め
て
同
じ
年
代
の
子
と
出

会
い
ま
す
。
人
と
関
わ
れ
ば
、
い
い
気
持
ち

失
敗
や
イ
ヤ
な
思
い
が

人
を
育
て
て
く
れ
る
。

の
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ヤ
な

思
い
を
し
た
り
、
泣
い
た
り
悔
し
か
っ
た
り

し
ま
す
。
で
も
そ
う
い
う
経
験
が
こ
ど
も
の

心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
、「
こ
ど
も
が
立
ち
直
る
瞬
間
」
に
接

し
た
時
な
ん
で
す
。
ケ
ン
カ
の
仲
裁
を
し
て
、

一
見
そ
の
子
も
納
得
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
も
心
ま
で
は
見
え
ま
せ
ん
。
心
の
中
で
は

ど
う
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
つ
も
悩
み

ま
す
。

　
で
も
、
た
と
え
ば
別
の
ケ
ン
カ
が
あ
っ
た

時
に
、
そ
の
子
が
私
の
言
っ
た
言
葉
を
、
私

に
注
意
さ
れ
た
よ
う
な
口
調
で
相
手
に
言
っ

て
く
れ
る
時
が
あ
る
ん
で
す
。「
あ
あ
、
あ
の

時
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
い
た
ん
だ
な
」
と
安

心
し
て
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
人
間
が
相
手
の
仕
事
で
す
か
ら
、
経
験
が

長
く
な
っ
て
も
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
、
そ

の
子
の
成
長
が
見
ら
れ
た
時
に
は
、
ま
た
が

ん
ば
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

星
稜
幼
稚
園
で
、
現
在
は
満
三
歳
児
の
ク

ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
教
諭
に

な
っ
て
23
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
近
の
こ
ど

も
を
見
て
感
じ
る
の
は
、小
さ
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
人
を
頼
っ
て
し
ま
う
子
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
で
き
な
い
」
こ
と
と
「
や
ろ
う
と
し
な
い
」

こ
と
は
違
い
ま
す
。
た
と
え
ば
服
を
着
る
と

き
、
自
分
で
着
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る

子
が
い
る
一
方
、
最
初
か
ら
「
着
せ
て
」
と
い

う
待
ち
の
態
勢
の
子
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う

子
が
、
以
前
に
比
べ
て
増
え
て
い
る
ん
で
す
。

そ
ん
な
時
、
大
人
が
手
伝
っ
て
し
ま
え
ば

簡
単
で
す
。
で
も
「
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
姿
を
見
守
り
、

失
敗
し
て
も
大
丈
夫
と
受
け
止
め
て
あ
げ
る

こ
と
が
、「
自
分
で
生
き
て
い
け
る
子
」

を
育
て
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
人
に
も
、
い
つ
も
指
示
待

ち
の
姿
勢
で
、
言
わ
れ
な
い
と

何
も
行
動
で
き
な
い
人
が
い
ま

す
よ
ね
。
そ
ん
な
人
で
は
な
く
、

「
自
分
の
気
持
ち
、言
葉
、行
動
」

を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
る
大
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
幼
少
期
に
挑
戦
し
た
経

験
、
た
と
え
失
敗
し
た
と
し
て

も
行
動
し
た
こ
と
を
褒
め
ら
れ

た
経
験
を
与
え
て
あ
げ
た
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
主
に
見
て
い
る
の
は
満

こどもにとって集団生活は成長の場であると同時にストレス。
だからお家ではしっかりとその子を見てあげてください。

自分の信じる保育をちゃんと表現して
人に伝えられるようになりたいと思っています。

第18回星稜教職員バトンメッセージ

三
歳
児
な
の
で
、
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
で
も
、「
自
分
で
や
ろ
う
」
と
い
う

気
持
ち
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
も
育
て
る
こ
と

が
、
そ
の
子
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
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■
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
合
格
者

経
営
学
科
3
年
次
　
栗
原
　
志
帆

経
営
学
科
3
年
次
　
土
居
　
弘
幸

経
済
学
科
2
年
次
　
中
山
　
梨
沙

経
済
学
科
2
年
次
　
田
村
　
沙
姫

経
済
学
科
2
年
次
　
荒
木
　
珠
生

経
済
学
科
2
年
次
　
福
冨
　
玲
央
名

経
営
学
科
2
年
次
　
川
端
　
菜
々

経
営
学
科
2
年
次
　
大
方
　
詩
菜

経
営
学
科
2
年
次
　
前
本
　
貴
央

短
大
部
　
経
営
実
務
科
2
年
次
　
北
川
　
恭
子

■
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
合
格
者

経
営
学
科
3
年
次
　
辻
　
真
莉
那

経
営
学
科
3
年
次
　
福
田
　
宙

　
【
合
格
者
コ
メ
ン
ト
】

経
営
学
科
2
年
次
　
前
本
　
貴
央

将
来
は
旅
行
に
関
係
す
る
仕
事
が
し
た

い
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。高
校
時
代

か
ら
観
光
系
の
勉
強
が
で
き
る
大
学
を
探

し
て
い
て
、金
沢
星
稜
大
学
の
経
営
学
科
な

ら
自
分
の
夢
を
実
現
で
き
る
と
思
い
、入
学

を
決
め
ま
し
た
。

1
年
生
の
前
期
か
ら
今
ま
で
こ
の
試
験
の

勉
強
は
欠
か
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
し
、

試
験
の
一
か
月
前
は
夏
休
み
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、大
学
に
来
て
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強

し
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、合
格
を
知
っ

た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

今
回
の
努
力
を
忘
れ
ず
、次
の
ス
テ
ッ
プ

で
あ
る
来
年
受
験
予
定
の
総
合
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者
試
験
も
合
格
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

11
月
17
日（
土
）に
国
内
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
試
験
・
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
、大
学
・
短
期
大

学
部
か
ら
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試

験
に
10
名
、総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試

験
に
2
名
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
験
は
旅
行
業
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
旅
行
業
者
及
び
旅
行
業
者
代
理
業
者

の
営
業
所
に
お
け
る
顧
客
と
の
旅
行
取
引

の
責
任
者
と
な
る
た
め
の
国
家
試
験
で
あ

り
、前
者
は
国
内
の
み
、後
者
は
国
内
・
海

外
両
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

双
方
の
試
験
の
合
格
率
は
、共
に
30
％
代

と
厳
し
く
、資
格
取
得
に
か
け
る
学
生
た
ち

の
熱
意
が
生
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
本

当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

11
月
9
日（
金
）、国
税
庁
の「
税
を
考
え

る
週
間
」に
合
わ
せ
て
、金
沢
税
務
署
長
の

浦
畑
勉
氏
に
よ
る
講
演
会（
テ
ー
マ「
私
達

の
暮
ら
し
と
税
金
」）が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

ず
基
礎
編
と
し
て
税
の
役
割
や
税
制
の
現

状
、税
務
署
の
仕
事
に
つ
い
て
話
さ
れ
、続

い
て
応
用
編
と
し
て
、就
職
か
ら
結
婚
、相

続
に
い
た
る
ま
で
人
生
の
節
目
に
ど
う
い
っ

た
税
金
が
関
わ
っ
て
く
る
か
、具
体
例
を
用

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
後
に
こ

と
わ
ざ「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」を
、「
税

は
人
の
た
め
な
ら
ず
」と
言
い
換
え
、「
税
金

も
巡
り
巡
っ
て
自
分
に
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
く

る
も
の
で
あ
る
、な
ぜ
な
ら
税
金
は
よ
り
住

み
よ
い
社
会
、よ
り
多
く
の
人
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
だ
か
ら
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

総
合
・
国
内
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者
試
験
に
本
学

か
ら
総
勢
12
名
が
合
格
!!

大短

大学生の合格者のみなさん
短期大学部の
合格者の北川さん

11
月
8
日（
木
）、辻
建
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

メ
ン
バ
ー
は
金
沢
大
学
の
イ
ギ
リ
ス
人
留
学

生
の
マ
ッ
ト
さ
ん
と
オ
ッ
ト
ー
さ
ん
を
、ひ

が
し
茶
屋
街
に
案
内
し
ま
し
た
。事
前
に
英

文
観
光
ガ
イ
ド
や
ネ
ッ
ト
上
の
英
文
な
ど
を

参
考
に
ま
と
め
た
英
語
表
現
で
、藩
政
期
の

ひ
が
し
茶
屋
街
を

英
語
で
ご
案
内

短

2
年
生
の
未
内
定
者
を
対
象
に
11
月
中

旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
全
8
回
の
就
職

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
中
で
す
。内
容
は
実
践
形

式
の
面
接
対
策
を
中
心
に
自
己
分
析
や
自
己

Ｐ
Ｒ
を
見
直
す
と
い
う
も
の
。少
人
数
で
個

別
の
き
め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に

内
定
決
め
よ
う
！
大
作
戦
！

短

9
月
25
日（
火
）、第
51
回
運
動
会
が
稲
置

学
園
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。学

年
別
ク
ラ
ス
対
抗
で
、17
人
で
縄
跳
び
を
行

う『
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
』、全
員
が
参
加
で

き
る『
ク
ラ
ス
全
員
手
つ
な
ぎ
横
一
列
走
』、

学
校
一
の
俊
足
を
決
め
る『
1
0
0
ｍ
』『
ク

ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
』な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。大
勢
の
先
生
方
も
運

動
会
に
参
加
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
運
動
会
で
し
た
。

就
職
、結
婚
、暮
ら
し
と

税
の
関
係
を
学
ぶ

金
沢
税
務
署
長
講
演

短

運
動
会

高

11
月
19
日（
月
）、「
エ
レ
ガ
ン
ス
ア
ッ
プ
」

（
担
当
：
山
川
広
美
講
師
）の
講
義
で
、兼
六

お
茶
屋
が
保
存
さ
れ
て
い
る「
志
摩
」と「
懐

華
楼
」の
他
、七
稲
地
蔵
、金
箔
店
と
い
っ
た

ひ
が
し
茶
屋
街
の
名
所
を
、留
学
生
た
ち
に

説
明
し
な
が
ら
見
学
し
、「
福
嶋
三
弦
店
」で

は
一
緒
に
三
味
線
に
も
ト
ラ
イ
。最
後
に
、

ビ
ス
ト
ロ「
と
ど
ろ
き
亭
」オ
ー
ナ
ー
の
木

村
巧
一
氏
か
ら
ひ
が
し
茶
屋
街
界
隈
の
活
性

化
策
や
茶
屋
街
に
店
を
構
え
て
経
営
し
て

き
た
経
験
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。学
生
た
ち
は
、ひ
が
し
茶
屋
街
に
つ
い

て
の
見
聞
を
広
め
る
と
と
も
に
、そ
の
魅
力

に
つ
い
て
日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
発
信
す

る
能
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
5
日
に
行
わ
れ
た
「
金
沢
市
空
手

道
選
手
権
大
会
男
子
形
の
部
決
勝
」
の
組

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
67
回
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

ベ
ス
ト
64
　【
成
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

丸
谷
　
幸
代
（
人
間
科
学
部
4
年
）

10
月
10
日（
水
）、前
期
ま
で
使
用
し
て
い

た
旧
キ
ャ
ン
パ
ス（
御
所
町
酉
一
番
地
）に
て

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。サ
ッ

ク
ス
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、ポ
ロ
シ
ャ
ツ
へ

寄
せ
書
き
、キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ッ
プ
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。中
庭
の
芝
生
に
キ
ャ
ン
ド
ル

の
炎
で「
Se
i－

Tan
」の
大
き
な
文
字
が

浮
か
び
上
が
っ
た
時
に

は
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。当
日
は
、現
役
学
生

だ
け
で
な
く
沢
山
の
卒

業
生
や
教
職
員
も
駆
け

つ
け
、み
ん
な
で
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。 

さ
よ
な
ら
、

星
短
酉
キ
ャ
ン
パ
ス

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

短

園
の
お
茶
室『
時
雨
亭
』に
て
お
茶
席
を
体

験
し
て
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。「
お
茶
は

小
学
校
の
６
年
間
習
っ
て
い
ま
し
た
」「
母
と

時
雨
亭
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」と
い
う

経
験
者
も
、人
生
初
の
お
茶
席
に
緊
張
気
味

の
初
心
者
も
、丁
寧
に
所
作
を
教
え
て
い
た

だ
き
、秋
晴
れ
に
紅
葉
が
映
え
る
兼
六
園
で

お
茶
席
を
堪
能
し
ま
し
た
。伝
統
文
化
の
街

金
沢
に
暮
ら
す
女
性
ら
し
く
、し
っ
と
り
と

優
雅
に
少
し
大
人
気
分
の
ひ
と
時
で
し
た
。

エ
レ
ガ
ン
ト
に

秋
の
庭
園
で
お
茶
席
体
験

短

全
国
大
会
出
場
！

大10
月
22
日（
月
）、1
年
生
が
大
学
見
学
会

に
参
加
、2
年
生
が
大
学
講
師
に
よ
る
模
擬

講
義
の
授
業
と
い
う
総
合
学
習（
進
路
研

究
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。1
年
生
は
、各
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
北
陸
三
県
内
の
国
公
立
・
私
立

大
学
を
見
学
し
、大
学
の
概
要
や
研
究
活
動

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。2
年
生
は
、本
校
に

て
各
専
門
分
野
に
お
け
る
大
学
講
師
24
名

ち
ょ
っ
と
い
い
話

高

1
、2
年
生

総
合
学
習（
進
路
研
究
）

高

10
月
下
旬
の
北
國
新
聞
朝
刊
の『
時
鳴

り
』欄
に
、『
駅
で
ご
み
拾
っ
た
生
徒
の
姿
に

感
動
』と
い
う
表
題
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。東
金
沢
駅
構
内
で
、ほ
と
ん
ど

の
通
行
人
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
す
る
状
況
の

中
、本
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
生
徒

が
、強
風
で
散
ら
ば
っ
た
ゴ
ミ
を
す
か
さ
ず

拾
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
片
付
け
た
、そ
の
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
、と
い
う
50
歳
男
性
の

お
話
で
す
。皆
さ
ん
も
、ま
わ
り
の
人
が
見

て
見
ぬ
ふ
り
し
て
い
る
、こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
か
れ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
　
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
考
え
、ど

う
行
動
し
ま
す
か
？

全
国
大
会
出
場
決
定
！

高サ
ッ
カ
ー
部
が
第
91
回
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
県
大
会
で
、連
続
23
度
目
の
優

勝
を
遂
げ
、14
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

延
長
戦
の
末
、得
点
を
挙
げ
た
井
田
遼
平
さ

ん（
3
年
）は
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。ま

た
、女
子
陸
上
部
が
第
24
回
全
国
高
等
学
校

女
子
駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選

会
で
2
年
連
続
6
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。な
お
、全
国
大
会
は
サ
ッ
カ
ー
が

1
月
2
日（
水
）に
松
山
工（
愛
媛
）と
二
回

戦
を
対
戦
し
、駅
伝
は
12
月
23
日（
日
）に
行

わ
れ
ま
す
。昨
年
よ
り
も
上
位
を
目
指
し
て

頑
張
れ
!!

石
川
県
で
は
、教
育
の
充
実・発
展
の
た
め
、

毎
年
11
月
1
日
を「
い
し
か
わ
教
育
の
日
」、

11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を「
い
し
か
わ
教
育

ウ
ィ
ー
ク
」と
定
め
て
い
ま
す
。本
校
で
は
11

月
1
日（
木
）〜
6
日（
火
）（
3
、4
日
を
除
く
）

の
期
間
、保
護
者
を
対
象
と
し
た
授
業
公
開
・

学
校
公
開
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、11
月
1
日

（
木
）、優
秀
教
員
と
し
て
高
校
の
鍋
谷
正
二

先
生
が
石
川
県
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
し
か
わ
教
育
の
日

本
校
の
先
生
が
優
秀
教
員
表
彰
！

高中

決
勝
は
学
生
V
S
先
生
!?

大中

み
合
わ
せ
が
な
ん
と
、
張
田
一
輝
（
経
済
学

部
4
年
次
）
V
S 

マ
ツ
ダ
・
デ
ビ
ッ
ド
先
生

（
星
稜
中
学
校 

英
語
担
当
）
と
い
っ
た
星
稜

同
士
の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
張
田

一
輝
さ
ん
に
軍
配
が
あ
が
り
、
学
生
の
勝
利

に
終
わ
り
ま
し
た
。

お
互
い
の
存
在
に

気
づ
い
て
い
た
二

人
、
決
勝
で
合
う

こ
と
に
驚
い
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
美
し
い

形
と
技
を
極
め
て

く
だ
さ
い
。

に
よ
る
模
擬
講
義
を
選
択
し
授
業
を
受
け

ま
し
た
。大
学
の
進
学
意
欲
と
関
心
を
高

め
、将
来
の
進
路
を
考
え
た
一
日
で
し
た
。

8
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■
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
合
格
者

経
営
学
科
3
年
次
　
栗
原
　
志
帆

経
営
学
科
3
年
次
　
土
居
　
弘
幸

経
済
学
科
2
年
次
　
中
山
　
梨
沙

経
済
学
科
2
年
次
　
田
村
　
沙
姫

経
済
学
科
2
年
次
　
荒
木
　
珠
生

経
済
学
科
2
年
次
　
福
冨
　
玲
央
名

経
営
学
科
2
年
次
　
川
端
　
菜
々

経
営
学
科
2
年
次
　
大
方
　
詩
菜

経
営
学
科
2
年
次
　
前
本
　
貴
央

短
大
部
　
経
営
実
務
科
2
年
次
　
北
川
　
恭
子

■
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
合
格
者

経
営
学
科
3
年
次
　
辻
　
真
莉
那

経
営
学
科
3
年
次
　
福
田
　
宙

　
【
合
格
者
コ
メ
ン
ト
】

経
営
学
科
2
年
次
　
前
本
　
貴
央

将
来
は
旅
行
に
関
係
す
る
仕
事
が
し
た

い
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。高
校
時
代

か
ら
観
光
系
の
勉
強
が
で
き
る
大
学
を
探

し
て
い
て
、金
沢
星
稜
大
学
の
経
営
学
科
な

ら
自
分
の
夢
を
実
現
で
き
る
と
思
い
、入
学

を
決
め
ま
し
た
。

1
年
生
の
前
期
か
ら
今
ま
で
こ
の
試
験
の

勉
強
は
欠
か
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
し
、

試
験
の
一
か
月
前
は
夏
休
み
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、大
学
に
来
て
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強

し
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、合
格
を
知
っ

た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

今
回
の
努
力
を
忘
れ
ず
、次
の
ス
テ
ッ
プ

で
あ
る
来
年
受
験
予
定
の
総
合
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者
試
験
も
合
格
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

11
月
17
日（
土
）に
国
内
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
試
験
・
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
、大
学
・
短
期
大

学
部
か
ら
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試

験
に
10
名
、総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試

験
に
2
名
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
験
は
旅
行
業
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
旅
行
業
者
及
び
旅
行
業
者
代
理
業
者

の
営
業
所
に
お
け
る
顧
客
と
の
旅
行
取
引

の
責
任
者
と
な
る
た
め
の
国
家
試
験
で
あ

り
、前
者
は
国
内
の
み
、後
者
は
国
内
・
海

外
両
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

双
方
の
試
験
の
合
格
率
は
、共
に
30
％
代

と
厳
し
く
、資
格
取
得
に
か
け
る
学
生
た
ち

の
熱
意
が
生
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
本

当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

11
月
9
日（
金
）、国
税
庁
の「
税
を
考
え

る
週
間
」に
合
わ
せ
て
、金
沢
税
務
署
長
の

浦
畑
勉
氏
に
よ
る
講
演
会（
テ
ー
マ「
私
達

の
暮
ら
し
と
税
金
」）が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

ず
基
礎
編
と
し
て
税
の
役
割
や
税
制
の
現

状
、税
務
署
の
仕
事
に
つ
い
て
話
さ
れ
、続

い
て
応
用
編
と
し
て
、就
職
か
ら
結
婚
、相

続
に
い
た
る
ま
で
人
生
の
節
目
に
ど
う
い
っ

た
税
金
が
関
わ
っ
て
く
る
か
、具
体
例
を
用

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
後
に
こ

と
わ
ざ「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」を
、「
税

は
人
の
た
め
な
ら
ず
」と
言
い
換
え
、「
税
金

も
巡
り
巡
っ
て
自
分
に
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
く

る
も
の
で
あ
る
、な
ぜ
な
ら
税
金
は
よ
り
住

み
よ
い
社
会
、よ
り
多
く
の
人
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
だ
か
ら
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

総
合
・
国
内
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者
試
験
に
本
学

か
ら
総
勢
12
名
が
合
格
!!

大短

大学生の合格者のみなさん
短期大学部の
合格者の北川さん

11
月
8
日（
木
）、辻
建
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

メ
ン
バ
ー
は
金
沢
大
学
の
イ
ギ
リ
ス
人
留
学

生
の
マ
ッ
ト
さ
ん
と
オ
ッ
ト
ー
さ
ん
を
、ひ

が
し
茶
屋
街
に
案
内
し
ま
し
た
。事
前
に
英

文
観
光
ガ
イ
ド
や
ネ
ッ
ト
上
の
英
文
な
ど
を

参
考
に
ま
と
め
た
英
語
表
現
で
、藩
政
期
の

ひ
が
し
茶
屋
街
を

英
語
で
ご
案
内

短

2
年
生
の
未
内
定
者
を
対
象
に
11
月
中

旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
全
8
回
の
就
職

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
中
で
す
。内
容
は
実
践
形

式
の
面
接
対
策
を
中
心
に
自
己
分
析
や
自
己

Ｐ
Ｒ
を
見
直
す
と
い
う
も
の
。少
人
数
で
個

別
の
き
め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に

内
定
決
め
よ
う
！
大
作
戦
！

短

9
月
25
日（
火
）、第
51
回
運
動
会
が
稲
置

学
園
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。学

年
別
ク
ラ
ス
対
抗
で
、17
人
で
縄
跳
び
を
行

う『
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
』、全
員
が
参
加
で

き
る『
ク
ラ
ス
全
員
手
つ
な
ぎ
横
一
列
走
』、

学
校
一
の
俊
足
を
決
め
る『
1
0
0
ｍ
』『
ク

ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
』な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。大
勢
の
先
生
方
も
運

動
会
に
参
加
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
運
動
会
で
し
た
。

就
職
、結
婚
、暮
ら
し
と

税
の
関
係
を
学
ぶ

金
沢
税
務
署
長
講
演

短

運
動
会

高

11
月
19
日（
月
）、「
エ
レ
ガ
ン
ス
ア
ッ
プ
」

（
担
当
：
山
川
広
美
講
師
）の
講
義
で
、兼
六

お
茶
屋
が
保
存
さ
れ
て
い
る「
志
摩
」と「
懐

華
楼
」の
他
、七
稲
地
蔵
、金
箔
店
と
い
っ
た

ひ
が
し
茶
屋
街
の
名
所
を
、留
学
生
た
ち
に

説
明
し
な
が
ら
見
学
し
、「
福
嶋
三
弦
店
」で

は
一
緒
に
三
味
線
に
も
ト
ラ
イ
。最
後
に
、

ビ
ス
ト
ロ「
と
ど
ろ
き
亭
」オ
ー
ナ
ー
の
木

村
巧
一
氏
か
ら
ひ
が
し
茶
屋
街
界
隈
の
活
性

化
策
や
茶
屋
街
に
店
を
構
え
て
経
営
し
て

き
た
経
験
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。学
生
た
ち
は
、ひ
が
し
茶
屋
街
に
つ
い

て
の
見
聞
を
広
め
る
と
と
も
に
、そ
の
魅
力

に
つ
い
て
日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
発
信
す

る
能
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
5
日
に
行
わ
れ
た
「
金
沢
市
空
手

道
選
手
権
大
会
男
子
形
の
部
決
勝
」
の
組

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
67
回
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

ベ
ス
ト
64
　【
成
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

丸
谷
　
幸
代
（
人
間
科
学
部
4
年
）

10
月
10
日（
水
）、前
期
ま
で
使
用
し
て
い

た
旧
キ
ャ
ン
パ
ス（
御
所
町
酉
一
番
地
）に
て

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。サ
ッ

ク
ス
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、ポ
ロ
シ
ャ
ツ
へ

寄
せ
書
き
、キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ッ
プ
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。中
庭
の
芝
生
に
キ
ャ
ン
ド
ル

の
炎
で「
Se
i－

Tan
」の
大
き
な
文
字
が

浮
か
び
上
が
っ
た
時
に

は
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。当
日
は
、現
役
学
生

だ
け
で
な
く
沢
山
の
卒

業
生
や
教
職
員
も
駆
け

つ
け
、み
ん
な
で
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。 

さ
よ
な
ら
、

星
短
酉
キ
ャ
ン
パ
ス

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

短

園
の
お
茶
室『
時
雨
亭
』に
て
お
茶
席
を
体

験
し
て
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。「
お
茶
は

小
学
校
の
６
年
間
習
っ
て
い
ま
し
た
」「
母
と

時
雨
亭
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」と
い
う

経
験
者
も
、人
生
初
の
お
茶
席
に
緊
張
気
味

の
初
心
者
も
、丁
寧
に
所
作
を
教
え
て
い
た

だ
き
、秋
晴
れ
に
紅
葉
が
映
え
る
兼
六
園
で

お
茶
席
を
堪
能
し
ま
し
た
。伝
統
文
化
の
街

金
沢
に
暮
ら
す
女
性
ら
し
く
、し
っ
と
り
と

優
雅
に
少
し
大
人
気
分
の
ひ
と
時
で
し
た
。

エ
レ
ガ
ン
ト
に

秋
の
庭
園
で
お
茶
席
体
験

短

全
国
大
会
出
場
！

大10
月
22
日（
月
）、1
年
生
が
大
学
見
学
会

に
参
加
、2
年
生
が
大
学
講
師
に
よ
る
模
擬

講
義
の
授
業
と
い
う
総
合
学
習（
進
路
研

究
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。1
年
生
は
、各
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
北
陸
三
県
内
の
国
公
立
・
私
立

大
学
を
見
学
し
、大
学
の
概
要
や
研
究
活
動

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。2
年
生
は
、本
校
に

て
各
専
門
分
野
に
お
け
る
大
学
講
師
24
名

ち
ょ
っ
と
い
い
話

高

1
、2
年
生

総
合
学
習（
進
路
研
究
）

高

10
月
下
旬
の
北
國
新
聞
朝
刊
の『
時
鳴

り
』欄
に
、『
駅
で
ご
み
拾
っ
た
生
徒
の
姿
に

感
動
』と
い
う
表
題
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。東
金
沢
駅
構
内
で
、ほ
と
ん
ど

の
通
行
人
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
す
る
状
況
の

中
、本
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
生
徒

が
、強
風
で
散
ら
ば
っ
た
ゴ
ミ
を
す
か
さ
ず

拾
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
片
付
け
た
、そ
の
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
、と
い
う
50
歳
男
性
の

お
話
で
す
。皆
さ
ん
も
、ま
わ
り
の
人
が
見

て
見
ぬ
ふ
り
し
て
い
る
、こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
か
れ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
　
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
考
え
、ど

う
行
動
し
ま
す
か
？

全
国
大
会
出
場
決
定
！

高サ
ッ
カ
ー
部
が
第
91
回
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
県
大
会
で
、連
続
23
度
目
の
優

勝
を
遂
げ
、14
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

延
長
戦
の
末
、得
点
を
挙
げ
た
井
田
遼
平
さ

ん（
3
年
）は
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。ま

た
、女
子
陸
上
部
が
第
24
回
全
国
高
等
学
校

女
子
駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選

会
で
2
年
連
続
6
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。な
お
、全
国
大
会
は
サ
ッ
カ
ー
が

1
月
2
日（
水
）に
松
山
工（
愛
媛
）と
二
回

戦
を
対
戦
し
、駅
伝
は
12
月
23
日（
日
）に
行

わ
れ
ま
す
。昨
年
よ
り
も
上
位
を
目
指
し
て

頑
張
れ
!!

石
川
県
で
は
、教
育
の
充
実・発
展
の
た
め
、

毎
年
11
月
1
日
を「
い
し
か
わ
教
育
の
日
」、

11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を「
い
し
か
わ
教
育

ウ
ィ
ー
ク
」と
定
め
て
い
ま
す
。本
校
で
は
11

月
1
日（
木
）〜
6
日（
火
）（
3
、4
日
を
除
く
）

の
期
間
、保
護
者
を
対
象
と
し
た
授
業
公
開
・

学
校
公
開
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、11
月
1
日

（
木
）、優
秀
教
員
と
し
て
高
校
の
鍋
谷
正
二

先
生
が
石
川
県
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
し
か
わ
教
育
の
日

本
校
の
先
生
が
優
秀
教
員
表
彰
！

高中

決
勝
は
学
生
V
S
先
生
!?

大中

み
合
わ
せ
が
な
ん
と
、
張
田
一
輝
（
経
済
学

部
4
年
次
）
V
S 

マ
ツ
ダ
・
デ
ビ
ッ
ド
先
生

（
星
稜
中
学
校 

英
語
担
当
）
と
い
っ
た
星
稜

同
士
の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
張
田

一
輝
さ
ん
に
軍
配
が
あ
が
り
、
学
生
の
勝
利

に
終
わ
り
ま
し
た
。

お
互
い
の
存
在
に

気
づ
い
て
い
た
二

人
、
決
勝
で
合
う

こ
と
に
驚
い
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
美
し
い

形
と
技
を
極
め
て

く
だ
さ
い
。

に
よ
る
模
擬
講
義
を
選
択
し
授
業
を
受
け

ま
し
た
。大
学
の
進
学
意
欲
と
関
心
を
高

め
、将
来
の
進
路
を
考
え
た
一
日
で
し
た
。

8



9

思
い
出
の
修
学
旅
行

中9
月
26
日（
水
）〜
9
月
28
日（
金
）、2
年

生
が
東
京
方
面
へ
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。1
日
目
は
フ
ジ
テ
レ
ビ

本
社
の
見
学
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。2
日
目
は
国
会
議
事
堂
の
見

学
に
続
き
、そ
な
エ
リ
ア
東
京
で
防
災
を
体

験
、そ
の
後
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。そ
し
て
最
終
日
は
鎌
倉
の
鶴
岡
八

幡
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。日
本
の
首
都
の
空

気
を
存
分
に
味
わ
い
、集
合
の
時
間
・
場
所

を
遵
守
し
、協
調
性
を
学
び
ま
し
た
。

運
動
会

中10
月
24
日（
水
）、第
40
回
運
動
会
が
稲
置

学
園
総
合
運
動
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
年
・
ク
ラ
ス
を
混
ぜ
た
赤
団
・
青
団
・
黄
団

の
3
チ
ー
ム
対
抗
で
、数
々
の
種
目
を
競
い

ま
し
た
。応
援
も
得
点
に
結
び
付
き
、手
作

り
の
団
旗
や
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
各
団
で

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。青
い
空
と
青
い
ト

ラ
ッ
ク
が
眩
し
い
中
、3
学
年
が
一
致
団
結

し
て
競
技
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

野
外
ス
ポ
ー
ツ
体
験
！ 

中9
月
27
日（
木
）・
28
日（
金
）、1
年
生
と

3
年
生
が
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
へ

宿
泊
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。昼
は
カ

ヌ
ー
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
野
外
活
動
の
中
か
ら
希
望

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、夜
は
ナ
イ
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
体
験
を
し
ま
し
た
。自
然

の
壮
大
さ
・
豊
か
さ
を
体
感
し
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
、集
団
生
活
の
規
律
を
学

ん
だ
研
修
で
し
た
。

11
月
17
日（
土
）、毎
年
恒
例
の
行
事
と
な

り
ま
し
た
11
回
目
の
総
合
学
習
発
表
会
が
稲

置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。4
月
に
各
ク
ラ

ス
で
課
題
を
決
め
、半
年
間
全
員
が
協
力
し

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
一
つ
に
ま
と
め
ま

総
合
学
習
発
表
会

中

10
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高
星
稜
高
等
学
校

第
67
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

 

●  

少
年
女
子
B 

2
0
0
m

　
　
・
第
3
位
　
秋
田
　
理
沙

第
6
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

　

 

●  

男
子
走
幅
跳
・
第
6
位  

清
水
　
奨
太

　

 

●  

女
子
走
幅
跳
・
第
3
位  

畳
野
　
美
古
都

第
67
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
 

　

 

●  

少
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
60
㎏
級
　

　
　
・
第
5
位
　
中
村
　
優
太

第
40
回
西
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

　

 

●  

高
校
生
女
子
・
優
勝
　
佐
竹
　
玲
奈

北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　

 

●  

男
子
5
0
0
0
ｍ
・
第
4
位  

福
田
　
裕
大

　

 

●  

男
子
4
0
0
ｍ
H
・
第
8
位  

林
　
力
也

　

 

●  

男
子
5
0
0
0
ｍ
W
・
第
7
位  

森
川
　
大
地

　

 

●  

女
子
8
0
0
m
　
・
第
7
位  

高
田
　
実
幸

平
成
24
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

第
25
回
北
信
越
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

　

 

●  

女
子
団
体
・
第
2
位

 

第
1
2
7
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝

第
7
回
秋
季
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
北
信
越
大
会

　
　
・
第
3
位

第
35
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

北
信
越
地
区
大
会

　

 

●  

女
子
団
体
の
部
・
第
3
位
 
 

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ

北
信
越
大
会
 

　

 
●  

60
㎏
級
・
優
勝
　
　
中
村
　
優
太

・
第
3
位
　
喜
多
　
亮
介

第
91
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝
 

　
　
・
最
優
秀
選
手  

　
　
　  

井
田
　
遼
平

　
　
・
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
Ｍ
Ｆ  

井
田
　
遼
平

植
田
　
裕
史

　
　
・
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
D
Ｆ  

掃
部
　
智
寛

  

舟
橋
　
侑
輝

　
　
・
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
Ｇ
Ｋ  

置
田
　
竣
也

　
　
・
新
人
王
　
　
　
　
　
　
平
田
　
健
人

　　
　
・
得
点
王
　
　
　
　
　
　
今
井
　
渓
太

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
76
回
石
川
県
駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
兼

第
63
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
選
手
権

大
会
石
川
県
予
選

　

 

●  

男
子
団
体
・
第
2
位
 

　

 

●  

女
子
団
体
・
優
勝
 

　

 

●  

女
子
区
間
　
第
1
区
6
・
0
㎞

　
　
・
優
勝
　
廣
瀬
　
亜
美

　

 

●  

女
子
区
間
　
第
3
区
3
・
0
㎞

　
　
・
優
勝
　
高
野
　
み
ち
る

　

 

●  

女
子
区
間
　
第
4
区
3
・
0
㎞

　
　
・
優
勝
　
井
久
保
　
緩
奈

 

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校

後
期
新
人
体
育
大
会

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
男
子
・
優
勝      

谷
口
　
遼
平

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
女
子
・
第
2
位
　
村
上
　
碧

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
　
・
優
勝
　

□
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
　
・
優
勝

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●  

男
子
の
部
・
第
2
位

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●  

女
子
・
第
2
位
　
　

□
剣
道
競
技

　

 

●  

男
子
団
体
・
第
2
位
　
　

　

 

●  

女
子
団
体
・
第
2
位

　

 

●  

女
子
個
人
・
優
勝
　
森
田
　
紗
世
　

□
体
操
競
技

 

・ 

男
子
団
体
総
合
・
優
勝

 

・ 

男
子
個
人
総
合
・
優
勝
　  

高
田
　
満
吉

 

・ 

女
子
個
人
総
合
・
第
2
位
　
上
田
　
聖
菜

第
32
回
石
川
県
高
校
囲
碁
秋
季
大
会

　

 

●  

女
子
団
体
戦
・
優
勝
　 

森
田
　
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

寺
井  

知
奈
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

飛
鳥
井  

麻
結

　

 

●  

個
人
戦
C
リ
ー
グ
・
第
2
位
　
飛
鳥
井  

麻
結

　
11
月
21
日（
水
）・
11
月
22
日（
木
）の
2
日
間
、表
現

遊
び
の
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、た
く
さ
ん
の

保
護
者
の
方
々
が
お
子
様
の
姿
を
見
に
来
ら
れ
ま
す
。

両
日
共
、稲
置
学
園
総
合
運
動
場
と
幼
稚
園
の
間
を
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
3
台
に
よ
る
送
迎
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
舞
台
で
は
各
ク
ラ
ス
の
劇
遊
び

や
、歌
・
楽
器
遊
び
が
続
き
ま
す
。
動
物
や
忍
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
を
身
に
付
け
、元
気
い
っ
ぱ
い
登
場

す
る
子
、ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
そ
う
に
お
話
す
る
子

…
。一
人
一
人
色
々
な
表
現
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
友
達
と
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
大
道
具
や
、

ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
小
道
具
も
ま
た
、見
所
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、全
員
で「
ド
レ
ミ
の
う
た
」

を
歌
い
ま
し
た
♪
　
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
歌
声
が
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
、大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

☆
表
現
あ
そ
び
の
会
☆

☆
も
う
す
ぐ
表
現
あ
そ
び
の
会
☆

友
だ
ち
と
歌
っ
た
り
劇
ご
っ
こ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。一
緒
に
歌
う
と
な
ん
だ
か
手
を

つ
な
ぎ
た
く
な
る
ね
。
お
は
な
し
に
出
て
く

る
カ
ラ
ス
も
お
外
あ
そ
び
に
誘
う
よ
。

☆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク（
年
少
組
・
い
ち
ご
組
）☆

金
沢
星
稜
大
学
の
高
垣
展
代
先
生
と
一
緒
に
体
を
動

か
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
ど
も
が
お
散
歩
を
し
て
、

ピ
ア
ノ
の
曲
が
止
ま
る
と
急
い
で
お
う
ち
の
人
の
と
こ

ろ
に
戻
り
ギ
ュ
っ
と
く
っ

つ
い
た
り
、汽
車
に
な
っ

て
フ
ー
プ
の
ト
ン
ネ
ル
を

く
ぐ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

親
子
で
一
緒
に
楽
し
む

あ
っ
た
か
い
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

金
沢
星
稜
大
学
の
北
川
節
子
先
生
が「
こ
ど
も
の
健

康
と
病
気
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。こ

ど
も
が
か
か
り
や
す
い
病
気
の
対
処
法
な
ど
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
間
、こ
ど
も
た
ち
は
教
師
と
一

緒
に
お
ま
ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
あ
そ
び
を
楽
し
み
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

☆
あ
そ
ぼ
！
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

　
　
　
　  

第
５
回
　
2
歳
編
☆

交
通
安
全
モ
デ
ル
校

中自
転
車
利
用
時
に
全
生
徒
が
反
射
タ
ス

キ
を
着
用
す
る「
交
通
安
全
モ
デ
ル
校
」と

し
て
本
校
が
指
定
さ
れ
、10
月
16
日（
火
）、

金
沢
東
警
察
署
と
金
沢
東
交
通
安
全
協
会

よ
り
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。下
校
時
の

自
転
車
利
用
中
の
交
通
事
故
発
生
を
減
ら

す
た
め
、本
校
が
他
校
の
模
範
と
な
り
、夜

間
交
通
事
故
防
止
を
実
践
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。生
徒
を
代
表
し
、生
徒
会
長
の

朝
生
玲
央
さ
ん（
3
年
）に
委
嘱
状
と
反
射

た
す
き
二
百
本
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。当
日
は
、卒
業
記
念
文
集
づ
く
り
を

課
題
と
す
る
3
年
生
を
除
い
た
1
、2
年
生

が
研
究
発
表
や
劇
を
催
し
ま
し
た
。ク
ラ
ス

の
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
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思
い
出
の
修
学
旅
行

中9
月
26
日（
水
）〜
9
月
28
日（
金
）、2
年

生
が
東
京
方
面
へ
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。1
日
目
は
フ
ジ
テ
レ
ビ

本
社
の
見
学
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。2
日
目
は
国
会
議
事
堂
の
見

学
に
続
き
、そ
な
エ
リ
ア
東
京
で
防
災
を
体

験
、そ
の
後
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。そ
し
て
最
終
日
は
鎌
倉
の
鶴
岡
八

幡
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。日
本
の
首
都
の
空

気
を
存
分
に
味
わ
い
、集
合
の
時
間
・
場
所

を
遵
守
し
、協
調
性
を
学
び
ま
し
た
。

運
動
会

中10
月
24
日（
水
）、第
40
回
運
動
会
が
稲
置

学
園
総
合
運
動
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
年
・
ク
ラ
ス
を
混
ぜ
た
赤
団
・
青
団
・
黄
団

の
3
チ
ー
ム
対
抗
で
、数
々
の
種
目
を
競
い

ま
し
た
。応
援
も
得
点
に
結
び
付
き
、手
作

り
の
団
旗
や
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
各
団
で

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。青
い
空
と
青
い
ト

ラ
ッ
ク
が
眩
し
い
中
、3
学
年
が
一
致
団
結

し
て
競
技
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

野
外
ス
ポ
ー
ツ
体
験
！ 

中9
月
27
日（
木
）・
28
日（
金
）、1
年
生
と

3
年
生
が
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
へ

宿
泊
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。昼
は
カ

ヌ
ー
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
野
外
活
動
の
中
か
ら
希
望

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、夜
は
ナ
イ
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
体
験
を
し
ま
し
た
。自
然

の
壮
大
さ
・
豊
か
さ
を
体
感
し
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
、集
団
生
活
の
規
律
を
学

ん
だ
研
修
で
し
た
。

11
月
17
日（
土
）、毎
年
恒
例
の
行
事
と
な

り
ま
し
た
11
回
目
の
総
合
学
習
発
表
会
が
稲

置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。4
月
に
各
ク
ラ

ス
で
課
題
を
決
め
、半
年
間
全
員
が
協
力
し

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
一
つ
に
ま
と
め
ま

総
合
学
習
発
表
会

中

10
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高
星
稜
高
等
学
校

第
67
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

 

●  

少
年
女
子
B 

2
0
0
m

　
　
・
第
3
位
　
秋
田
　
理
沙

第
6
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

　

 

●  

男
子
走
幅
跳
・
第
6
位  

清
水
　
奨
太

　

 

●  

女
子
走
幅
跳
・
第
3
位  

畳
野
　
美
古
都

第
67
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
 

　

 

●  

少
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
60
㎏
級
　

　
　
・
第
5
位
　
中
村
　
優
太

第
40
回
西
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

　

 

●  

高
校
生
女
子
・
優
勝
　
佐
竹
　
玲
奈

北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　

 

●  

男
子
5
0
0
0
ｍ
・
第
4
位  

福
田
　
裕
大

　

 

●  

男
子
4
0
0
ｍ
H
・
第
8
位  

林
　
力
也

　

 

●  

男
子
5
0
0
0
ｍ
W
・
第
7
位  

森
川
　
大
地

　

 

●  

女
子
8
0
0
m
　
・
第
7
位  

高
田
　
実
幸

平
成
24
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

第
25
回
北
信
越
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

　

 

●  

女
子
団
体
・
第
2
位

 

第
1
2
7
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝

第
7
回
秋
季
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
北
信
越
大
会

　
　
・
第
3
位

第
35
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

北
信
越
地
区
大
会

　

 

●  

女
子
団
体
の
部
・
第
3
位
 
 

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ

北
信
越
大
会
 

　

 

●  

60
㎏
級
・
優
勝
　
　
中
村
　
優
太

・
第
3
位
　
喜
多
　
亮
介

第
91
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝
 

　
　
・
最
優
秀
選
手  

　
　
　  

井
田
　
遼
平

　
　
・
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
Ｍ
Ｆ  

井
田
　
遼
平

植
田
　
裕
史

　
　
・
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
D
Ｆ  

掃
部
　
智
寛

  

舟
橋
　
侑
輝

　
　
・
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
Ｇ
Ｋ  

置
田
　
竣
也

　
　
・
新
人
王
　
　
　
　
　
　
平
田
　
健
人

　　
　
・
得
点
王
　
　
　
　
　
　
今
井
　
渓
太

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
76
回
石
川
県
駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
兼

第
63
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
選
手
権

大
会
石
川
県
予
選

　

 

●  

男
子
団
体
・
第
2
位
 

　

 

●  

女
子
団
体
・
優
勝
 

　

 

●  

女
子
区
間
　
第
1
区
6
・
0
㎞

　
　
・
優
勝
　
廣
瀬
　
亜
美

　

 

●  

女
子
区
間
　
第
3
区
3
・
0
㎞

　
　
・
優
勝
　
高
野
　
み
ち
る

　

 

●  

女
子
区
間
　
第
4
区
3
・
0
㎞

　
　
・
優
勝
　
井
久
保
　
緩
奈

 

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校

後
期
新
人
体
育
大
会

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
男
子
・
優
勝      

谷
口
　
遼
平

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
女
子
・
第
2
位
　
村
上
　
碧

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
　
・
優
勝
　

□
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
　
・
優
勝

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●  

男
子
の
部
・
第
2
位

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●  

女
子
・
第
2
位
　
　

□
剣
道
競
技

　

 

●  

男
子
団
体
・
第
2
位
　
　

　

 

●  

女
子
団
体
・
第
2
位

　

 

●  

女
子
個
人
・
優
勝
　
森
田
　
紗
世
　

□
体
操
競
技

 

・ 

男
子
団
体
総
合
・
優
勝

 

・ 

男
子
個
人
総
合
・
優
勝
　  

高
田
　
満
吉

 

・ 

女
子
個
人
総
合
・
第
2
位
　
上
田
　
聖
菜

第
32
回
石
川
県
高
校
囲
碁
秋
季
大
会

　

 

●  

女
子
団
体
戦
・
優
勝
　 

森
田
　
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

寺
井  

知
奈
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

飛
鳥
井  

麻
結

　

 

●  

個
人
戦
C
リ
ー
グ
・
第
2
位
　
飛
鳥
井  

麻
結

　
11
月
21
日（
水
）・
11
月
22
日（
木
）の
2
日
間
、表
現

遊
び
の
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、た
く
さ
ん
の

保
護
者
の
方
々
が
お
子
様
の
姿
を
見
に
来
ら
れ
ま
す
。

両
日
共
、稲
置
学
園
総
合
運
動
場
と
幼
稚
園
の
間
を
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
3
台
に
よ
る
送
迎
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
舞
台
で
は
各
ク
ラ
ス
の
劇
遊
び

や
、歌
・
楽
器
遊
び
が
続
き
ま
す
。
動
物
や
忍
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
を
身
に
付
け
、元
気
い
っ
ぱ
い
登
場

す
る
子
、ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
そ
う
に
お
話
す
る
子

…
。一
人
一
人
色
々
な
表
現
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
友
達
と
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
大
道
具
や
、

ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
小
道
具
も
ま
た
、見
所
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、全
員
で「
ド
レ
ミ
の
う
た
」

を
歌
い
ま
し
た
♪
　
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
歌
声
が
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
、大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

☆
表
現
あ
そ
び
の
会
☆

☆
も
う
す
ぐ
表
現
あ
そ
び
の
会
☆

友
だ
ち
と
歌
っ
た
り
劇
ご
っ
こ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。一
緒
に
歌
う
と
な
ん
だ
か
手
を

つ
な
ぎ
た
く
な
る
ね
。
お
は
な
し
に
出
て
く

る
カ
ラ
ス
も
お
外
あ
そ
び
に
誘
う
よ
。

☆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク（
年
少
組
・
い
ち
ご
組
）☆

金
沢
星
稜
大
学
の
高
垣
展
代
先
生
と
一
緒
に
体
を
動

か
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
ど
も
が
お
散
歩
を
し
て
、

ピ
ア
ノ
の
曲
が
止
ま
る
と
急
い
で
お
う
ち
の
人
の
と
こ

ろ
に
戻
り
ギ
ュ
っ
と
く
っ

つ
い
た
り
、汽
車
に
な
っ

て
フ
ー
プ
の
ト
ン
ネ
ル
を

く
ぐ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

親
子
で
一
緒
に
楽
し
む

あ
っ
た
か
い
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

金
沢
星
稜
大
学
の
北
川
節
子
先
生
が「
こ
ど
も
の
健

康
と
病
気
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。こ

ど
も
が
か
か
り
や
す
い
病
気
の
対
処
法
な
ど
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
間
、こ
ど
も
た
ち
は
教
師
と
一

緒
に
お
ま
ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
あ
そ
び
を
楽
し
み
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

☆
あ
そ
ぼ
！
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

　
　
　
　  

第
５
回
　
2
歳
編
☆

交
通
安
全
モ
デ
ル
校

中自
転
車
利
用
時
に
全
生
徒
が
反
射
タ
ス

キ
を
着
用
す
る「
交
通
安
全
モ
デ
ル
校
」と

し
て
本
校
が
指
定
さ
れ
、10
月
16
日（
火
）、

金
沢
東
警
察
署
と
金
沢
東
交
通
安
全
協
会

よ
り
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。下
校
時
の

自
転
車
利
用
中
の
交
通
事
故
発
生
を
減
ら

す
た
め
、本
校
が
他
校
の
模
範
と
な
り
、夜

間
交
通
事
故
防
止
を
実
践
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。生
徒
を
代
表
し
、生
徒
会
長
の

朝
生
玲
央
さ
ん（
3
年
）に
委
嘱
状
と
反
射

た
す
き
二
百
本
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。当
日
は
、卒
業
記
念
文
集
づ
く
り
を

課
題
と
す
る
3
年
生
を
除
い
た
1
、2
年
生

が
研
究
発
表
や
劇
を
催
し
ま
し
た
。ク
ラ
ス

の
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
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『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

災
害
時
や
事
件
・
事
故
発
生
時
に
お
け
る

こ
ど
も
の
心
の
ケ
ア

〜
こ
こ
ろ
だ
っ
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
〜

臨
床
心
理
士
　
寺
井
文
平
　
石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
嘱
託
）

「
つ
ら
い
体
験
」か
ら
の
回
復
に
は
適
切
な
対
応
が
不
可
欠

　
こ
ど
も
が
自
分
や
他
人
の
生
命
に
関
わ
る
よ
う
な
衝
撃
的
な
出
来

事
を
体
験
し
た
り
目
撃
し
た
直
後
に
は
、心
と
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
反

応
や
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は「
ご
く
自
然
な
反

応
や
症
状
」で
あ
り
、そ
の
多
く
は
一
時
的
な
も
の
で
す
。し
か
し
、そ

の
出
来
事
が
あ
ま
り
に
も
つ
ら
い
場
合
や
適
切
な
対
応
を
受
け
て
い

な
い
場
合
に
は
、反
応
が
長
引
い
た
り
症
状
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。で
は
、こ
ど
も
の
心
が「
ケ
ガ
」を
し
て
し

ま
っ
た
際
の
、適
切
な
対
応
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

き
め
細
か
い
観
察
と
会
話
で
、こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ

　「
つ
ら
い
体
験
を
思
い
出
さ
せ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
理
由

で
、周
囲
の
大
人
が
ケ
ア
を
断
っ
た
り
、開
始
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、目
に
見
え
る
症
状
が
少
な
く
元
気
な
よ

う
に
見
え
た
ら
、「
こ
の
ま
ま
そ
っ
と
し
て
お
こ
う
」と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、実
の
と
こ
ろ
こ
ど
も
は
多
様
な
身
体
症
状
を

抱
え
て
い
て
、そ
れ
を
言
語
化
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
。ま
た
、傷
つ
い
た
こ
ど
も
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
が
わ
か
ら

な
い
た
め
、「
そ
っ
と
し
て
お
く
」と
い
う
優
し
い
言
葉
に
す
り
替
え

た
、無
自
覚
な「
関
与
し
な
い
態
度
」も
起
き
が
ち
で
す
。

　
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
、わ
ず
か
な
身
体
症
状
や
心
身
の
不
調
と
し
て

表
れ
ま
す
。き
め
細
か
い
観
察
や
会
話
で
、そ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
話
し
た
け
れ
ば
い
つ
で
も
聞
く
よ
」の
姿
勢
を
大
切
に

　「
つ
ら
い
体
験
に
つ
い
て
話
す
」と
い
う
の
は
、傷
つ
い
た
心
の
回
復

に
役
立
つ
行
動
で
す
。た
だ
し
、「
本
人
が
自
ら
話
そ
う
と
し
て
い
る
」

地
域
に
あ
っ
て
、誠
実
を
具
現
化
す
る「
三
稜
の
星
章
」

す
な
わ
ち
知
・
徳
・
体
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、真
理
の

道
を
追
求
し
て
こ
そ
、星
稜
高
校
生
と
し
て
の「
誇
り
」

が
持
て
る
の
で
す
。勉
学
は
そ
の
手
段
で
あ
り
、使
命
や

責
任
を
養
っ
て
真
理
を
追
求
す
る
こ
と
が
、生
徒
の
務

め
だ
と
し
て
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
校
歌
を
参
照
）

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
誠
実

に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」の
た
め
に
は
、真

理
の
追
求
が
多
い
に
臨
ま
れ
る
の
で
す
。

《
改
正
教
育
基
本
法
》

さ
て
、平
成
十
八
年
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
に

も「
真
理
」の
大
切
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
全

文
に
は
、個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、真
理
と
正
義
を
希
求

す
る
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
２
条
の
一
に
は
、幅
広
い
知

識
と
教
養
を
身
に
付
け
、真
理
を
求
め
る
態
度
を
養
い
、

豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
う
と
記
載
さ
れ
、さ
ら
に

は
15
条
に
、宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
、宗
教
に
関
す

る
一
般
的
な
教
養
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け
る
地

位
は
、教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

建
学
の
精
神
・
校
歌
と
こ
の
教
育
基
本
法
に
は
、「
真

理
」と
い
う
共
通
し
た
理
念
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。こ
の
真
理
を
宗
教
の
な
か
で

も
求
め
て
い
る
の
が「
悟
り
」で
す
。豊
か
な
情
操
と
道

徳
心
を
培
う
心
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。作
詞
を
手
掛

け
た
藤
田
福
夫
氏
の
熱
き
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

教
育
基
本
法
の
改
正
さ
れ
た
点
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、「
伝
統
や
文
化
の
尊
重
」「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

態
度
を
養
う
」こ
と
が
あ
り
ま
す
。学
舎
の
あ
る
地
域
の

自
然
や
歴
史
・
文
化
の
な
か
で
先
輩
か
ら
後
輩
に
託
さ

れ
育
ん
だ「
誇
り
」を
持
つ
こ
と
こ
そ
、学
校
を
愛
す
る

気
持
ち
す
な
わ
ち
愛
校
心
に
繋
が
る
と
考
え
れ
ば
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
う
し
た
味
わ
い
深
い
校

歌
が
、公
の
厳
粛
な
場
で
の
歌
と
な
る
の
で
す
。「
真
理

を
学
ぶ
力
」を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、今
教
育
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

《
応
援
歌（
生
徒
自
身
の
活
力
）》

さ
ら
に
、こ
の
愛
校
心
を
よ
り
一
層
育
む
た
め
に
は
、

気
力
溢
れ
る
元
気
な
応
援
歌
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。初
代
校
長
の
松
田
覚
神
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
応
援

歌
は
、ま
さ
に
星
稜
を
代
表
し
て
出
場
す
る
生
徒
に
気

力
・
元
気
を
与
え
る
も
の
で
す
。星
稜
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
団
結
す
る
勇
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。譜
面
が
な
い
応
援
歌
に
、再
び
魂
を
注
ぎ
込
む
た
め

に
編
曲
を
卒
業
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。こ
の
作
成
さ

れ
た
譜
面
に
よ
っ
て
、今
後
さ
ら
に
演
奏
さ
れ
つ
つ
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
確
信
し
ま
す
。ま
た
卒
業
し

て
か
ら
も
人
生
の
自
己
啓
発
の
応
援
歌
と
し
て
、母
校

の
誇
り
を
旨
に
唱
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
譜
面
を
次
に
掲
げ
ま
し
た
）

《
誠
実（
建
学
の
精
神
）》

私
立
学
校
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
建
学
の
精
神
が

あ
り
ま
す
。稲
置
学
園
の
建
学
の
精
神
は
、「
誠
実
に
し

て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
誠

実
を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
く
か
は
人
に
よ
っ
て

解
釈
が
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。一
般
的
に
は
、偽
り
が
な

く
、ま
じ
め
な
こ
と
。真
心
が
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
を
い
い

ま
す（
広
辞
苑
）。こ
の「
真
心
」を
ど
の
よ
う
に
育
成
し

て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。思
い
や
り
・
他
人
を
い

た
わ
る
心
な
ど
、社
会
生
活
に
必
要
な
規
範
的
意
識
を

持
つ
た
め
の
基
本
と
考
え
ま
す
。「
校
歌
」に
は
、そ
の

真
心
を
育
成
す
る
た
め
の
言
葉
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と

私
は
考
え
ま
す
。

《
真
理（
校
歌
の
精
神
）》

校
歌
に
は
、一
番
・
二
番
・
三
番
が
あ
り
ま
す
。そ
の

共
通
の
言
葉
が「
真
理
」で
あ
り
ま
す
。

一
番
は
、自
然
・
風
土
・
歴
史
の
融
合
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。白
山
信
仰
と
も
繋
が
る
伝
統
あ
る
土
地
で
学

ぶ「
真
理
」の
道
す
な
わ
ち
真
心
を
大
切
に
し
て
人
の
行

う
べ
き
正
し
い
道（
広
辞
苑
）を
学
び
求
め
て
こ
そ
、希

望
や
夢
が
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

二
番
は
、宗
教
的
情
操
教
育
の
大
切
さ
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
迷
い
か
ら
さ
め
、真
理
を
会
得
し
た
境
地

に
達
す
る
姿
こ
そ「
さ
と
し
の
姿
」で
あ
り
、平
和
は
真

理
を
求
め
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

三
番
は
、こ
の
星
稜
で
育
成
さ
れ
た「
誇
り
」を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
が
条
件
で
す
。こ
ど
も
が
話
し
始
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、い
た
ず

ら
に
根
掘
り
葉
掘
り
聞
き
出
す
の
は
大
き
な
誤
り
で
す
。あ
く
ま
で
、

こ
ど
も
が
話
し
た
い
と
き
に
、話
し
た
い
だ
け
聞
い
て
あ
げ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、つ
ら
い
体
験
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
き
に
は
、次

の
こ
と
に
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
可
能
な
限
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
た
れ
た
場
所
で
聞
く

○
こ
ど
も
の
場
合
は
、安
心
で
き
る
大
人
の
同
席
を
考
慮
す
る

○
途
中
で「
こ
の
ま
ま
話
を
続
け
て
も
大
丈
夫
？
」と
確
認
す
る

○
今
後
、何
度
も
同
じ
質
問
に
答
え
ず
に
済
む
よ
う
に
工
夫
す
る

　
話
す
こ
と
は
、心
の
整
理
を
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま

た
、こ
ど
も
が
話
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
周
囲
の
大
人
が
耳
を
傾
け

る
姿
勢
か
ら
、こ
ど
も
は「
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
。大
切
に
さ
れ
て

い
る
」と
、安
心
で
き
る
環
境
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
話
し

た
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
聞
く
か
ら
ね
」と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、ま
た

ち
ゃ
ん
と
そ
の
気
持
ち
を
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
健
康
な
力
を
信
頼
し
ま
し
ょ
う

　
こ
ど
も
を
守
る
の
は
大
人
の
役
目
で
す
。し
か
し
、こ
ど
も
は
一
方
的

に
守
っ
て
も
ら
う
だ
け
の
弱
い
存
在
で
は
な
く
、自
ら
回
復
し
立
ち
直
る

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
と
向
き
あ
う
大
人
の
役
割
は
、

「
こ
ど
も
が
立
ち
直
る
た
め
に
必
要
な
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
」で

あ
る
と
理
解
し
て
、こ
ど
も
た
ち
の
心
を
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
同
時
に
、こ
ど
も
た
ち
と
向
き
あ
う
大
人
の
心
に
も
、大
き
な
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
ど
も
を
支
援
す
る
側
の
大
人

が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、誰
が
こ
ど
も
を
守
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
人
た
ち
も
、自
分
自
身
や
仲
間
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
目
を
向
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、必
要
な
時
に
は
専
門
家
の
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
重
要

で
す
。以
下
に
具
体
的
な
例
を
挙
げ
ま
す
の
で
、こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
専
門
家
へ
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
感
情
や
身
体
感
覚
が
ど
う
し
て
も
抑
え
ら
れ
な
い
時
。

○
緊
張
感
・
混
乱
・
空
虚
感
・
消
耗
感
が
続
く
時
。

○
何
も
感
じ
な
い
状
態
が
１
ヶ
月
以
上
続
く
、あ
る
い
は
感
じ
な
い
ま

ま
で
い
よ
う
と
忙
し
く
し
て
い
る
時
。

○
悪
夢
を
見
た
り
、よ
く
眠
れ
な
い
夜
が
続
く
時
。

○
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
、打
ち
明
け
た
い
相
手
が
い
な
い
時
。

○
人
間
関
係
に
支
障
が
あ
る
時
。

○
事
故
を
起
こ
し
た
時
。

○
酒
類
の
飲
み
過
ぎ
、た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
が
続
く
時
。（
大
人
の
場
合
）

○
仕
事
や
勉
強
に
身
が
入
ら
な
く
な
っ
た
時
。

　【
石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
】

T
E
L
：
0
7
6

－

2
3
8

－

5
7
6
1
　
F
A
X
：
0
7
6

－

2
3
8

－

5
7
6
2

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　seisin.h@

pref.ishikaw
a.lg.jp

〒
9
2
0

－

8
2
0
1 

石
川
県
金
沢
市
鞍
月
東
2
丁
目
6
番
地

　【地
域
の
保
健
所
】

県
保
健
所
は
週
１
回
、こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

担
当
は
精
神
科
医
で
す
。

　石
川
県
石
川
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
部

・
健
康
推
進
課
　
白
山
市
馬
場
2
丁
目
7
番
地

  

T
E
L
：
0
7
6

－

2
7
5

－

2
2
5
0

・
河
北
地
域
セ
ン
タ
ー
　
河
北
郡
津
幡
町
中
橋
口
1
番
1

  

T
E
L
：
0
7
6

－

2
8
9

－

2
1
7
7

専
門
機
関
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

誠
実
と
真
理
を
求
め
る
校
風

〜「
建
学
の
精
神
」「
校
歌
の
精
神
」と

「
改
正
教
育
基
本
法
」そ
し
て「
応
援
歌
」〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

風
間

　幹
栄

※応援歌は星稜高等学校の生徒手帳にも掲載されています。

※平成24年11月17日（土）に星稜高等学校・中学校で行われた保護者・教職員対象の講演会の要旨です。
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の

災
害
時
や
事
件
・
事
故
発
生
時
に
お
け
る

こ
ど
も
の
心
の
ケ
ア

〜
こ
こ
ろ
だ
っ
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
〜

臨
床
心
理
士
　
寺
井
文
平
　
石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
嘱
託
）

「
つ
ら
い
体
験
」か
ら
の
回
復
に
は
適
切
な
対
応
が
不
可
欠

　
こ
ど
も
が
自
分
や
他
人
の
生
命
に
関
わ
る
よ
う
な
衝
撃
的
な
出
来

事
を
体
験
し
た
り
目
撃
し
た
直
後
に
は
、心
と
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
反

応
や
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は「
ご
く
自
然
な
反

応
や
症
状
」で
あ
り
、そ
の
多
く
は
一
時
的
な
も
の
で
す
。し
か
し
、そ

の
出
来
事
が
あ
ま
り
に
も
つ
ら
い
場
合
や
適
切
な
対
応
を
受
け
て
い

な
い
場
合
に
は
、反
応
が
長
引
い
た
り
症
状
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。で
は
、こ
ど
も
の
心
が「
ケ
ガ
」を
し
て
し

ま
っ
た
際
の
、適
切
な
対
応
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

き
め
細
か
い
観
察
と
会
話
で
、こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ

　「
つ
ら
い
体
験
を
思
い
出
さ
せ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
理
由

で
、周
囲
の
大
人
が
ケ
ア
を
断
っ
た
り
、開
始
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、目
に
見
え
る
症
状
が
少
な
く
元
気
な
よ

う
に
見
え
た
ら
、「
こ
の
ま
ま
そ
っ
と
し
て
お
こ
う
」と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、実
の
と
こ
ろ
こ
ど
も
は
多
様
な
身
体
症
状
を

抱
え
て
い
て
、そ
れ
を
言
語
化
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
。ま
た
、傷
つ
い
た
こ
ど
も
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
が
わ
か
ら

な
い
た
め
、「
そ
っ
と
し
て
お
く
」と
い
う
優
し
い
言
葉
に
す
り
替
え

た
、無
自
覚
な「
関
与
し
な
い
態
度
」も
起
き
が
ち
で
す
。

　
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
、わ
ず
か
な
身
体
症
状
や
心
身
の
不
調
と
し
て

表
れ
ま
す
。き
め
細
か
い
観
察
や
会
話
で
、そ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
話
し
た
け
れ
ば
い
つ
で
も
聞
く
よ
」の
姿
勢
を
大
切
に

　「
つ
ら
い
体
験
に
つ
い
て
話
す
」と
い
う
の
は
、傷
つ
い
た
心
の
回
復

に
役
立
つ
行
動
で
す
。た
だ
し
、「
本
人
が
自
ら
話
そ
う
と
し
て
い
る
」

地
域
に
あ
っ
て
、誠
実
を
具
現
化
す
る「
三
稜
の
星
章
」

す
な
わ
ち
知
・
徳
・
体
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、真
理
の

道
を
追
求
し
て
こ
そ
、星
稜
高
校
生
と
し
て
の「
誇
り
」

が
持
て
る
の
で
す
。勉
学
は
そ
の
手
段
で
あ
り
、使
命
や

責
任
を
養
っ
て
真
理
を
追
求
す
る
こ
と
が
、生
徒
の
務

め
だ
と
し
て
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
校
歌
を
参
照
）

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
誠
実

に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」の
た
め
に
は
、真

理
の
追
求
が
多
い
に
臨
ま
れ
る
の
で
す
。

《
改
正
教
育
基
本
法
》

さ
て
、平
成
十
八
年
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
に

も「
真
理
」の
大
切
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
全

文
に
は
、個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、真
理
と
正
義
を
希
求

す
る
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
２
条
の
一
に
は
、幅
広
い
知

識
と
教
養
を
身
に
付
け
、真
理
を
求
め
る
態
度
を
養
い
、

豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
う
と
記
載
さ
れ
、さ
ら
に

は
15
条
に
、宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
、宗
教
に
関
す

る
一
般
的
な
教
養
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け
る
地

位
は
、教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

建
学
の
精
神
・
校
歌
と
こ
の
教
育
基
本
法
に
は
、「
真

理
」と
い
う
共
通
し
た
理
念
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。こ
の
真
理
を
宗
教
の
な
か
で

も
求
め
て
い
る
の
が「
悟
り
」で
す
。豊
か
な
情
操
と
道

徳
心
を
培
う
心
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。作
詞
を
手
掛

け
た
藤
田
福
夫
氏
の
熱
き
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

教
育
基
本
法
の
改
正
さ
れ
た
点
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、「
伝
統
や
文
化
の
尊
重
」「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

態
度
を
養
う
」こ
と
が
あ
り
ま
す
。学
舎
の
あ
る
地
域
の

自
然
や
歴
史
・
文
化
の
な
か
で
先
輩
か
ら
後
輩
に
託
さ

れ
育
ん
だ「
誇
り
」を
持
つ
こ
と
こ
そ
、学
校
を
愛
す
る

気
持
ち
す
な
わ
ち
愛
校
心
に
繋
が
る
と
考
え
れ
ば
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
う
し
た
味
わ
い
深
い
校

歌
が
、公
の
厳
粛
な
場
で
の
歌
と
な
る
の
で
す
。「
真
理

を
学
ぶ
力
」を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、今
教
育
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

《
応
援
歌（
生
徒
自
身
の
活
力
）》

さ
ら
に
、こ
の
愛
校
心
を
よ
り
一
層
育
む
た
め
に
は
、

気
力
溢
れ
る
元
気
な
応
援
歌
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。初
代
校
長
の
松
田
覚
神
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
応
援

歌
は
、ま
さ
に
星
稜
を
代
表
し
て
出
場
す
る
生
徒
に
気

力
・
元
気
を
与
え
る
も
の
で
す
。星
稜
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
団
結
す
る
勇
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。譜
面
が
な
い
応
援
歌
に
、再
び
魂
を
注
ぎ
込
む
た
め

に
編
曲
を
卒
業
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。こ
の
作
成
さ

れ
た
譜
面
に
よ
っ
て
、今
後
さ
ら
に
演
奏
さ
れ
つ
つ
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
確
信
し
ま
す
。ま
た
卒
業
し

て
か
ら
も
人
生
の
自
己
啓
発
の
応
援
歌
と
し
て
、母
校

の
誇
り
を
旨
に
唱
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
譜
面
を
次
に
掲
げ
ま
し
た
）

《
誠
実（
建
学
の
精
神
）》

私
立
学
校
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
建
学
の
精
神
が

あ
り
ま
す
。稲
置
学
園
の
建
学
の
精
神
は
、「
誠
実
に
し

て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
誠

実
を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
く
か
は
人
に
よ
っ
て

解
釈
が
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。一
般
的
に
は
、偽
り
が
な

く
、ま
じ
め
な
こ
と
。真
心
が
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
を
い
い

ま
す（
広
辞
苑
）。こ
の「
真
心
」を
ど
の
よ
う
に
育
成
し

て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。思
い
や
り
・
他
人
を
い

た
わ
る
心
な
ど
、社
会
生
活
に
必
要
な
規
範
的
意
識
を

持
つ
た
め
の
基
本
と
考
え
ま
す
。「
校
歌
」に
は
、そ
の

真
心
を
育
成
す
る
た
め
の
言
葉
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と

私
は
考
え
ま
す
。

《
真
理（
校
歌
の
精
神
）》

校
歌
に
は
、一
番
・
二
番
・
三
番
が
あ
り
ま
す
。そ
の

共
通
の
言
葉
が「
真
理
」で
あ
り
ま
す
。

一
番
は
、自
然
・
風
土
・
歴
史
の
融
合
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。白
山
信
仰
と
も
繋
が
る
伝
統
あ
る
土
地
で
学

ぶ「
真
理
」の
道
す
な
わ
ち
真
心
を
大
切
に
し
て
人
の
行

う
べ
き
正
し
い
道（
広
辞
苑
）を
学
び
求
め
て
こ
そ
、希

望
や
夢
が
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

二
番
は
、宗
教
的
情
操
教
育
の
大
切
さ
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
迷
い
か
ら
さ
め
、真
理
を
会
得
し
た
境
地

に
達
す
る
姿
こ
そ「
さ
と
し
の
姿
」で
あ
り
、平
和
は
真

理
を
求
め
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

三
番
は
、こ
の
星
稜
で
育
成
さ
れ
た「
誇
り
」を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
が
条
件
で
す
。こ
ど
も
が
話
し
始
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、い
た
ず

ら
に
根
掘
り
葉
掘
り
聞
き
出
す
の
は
大
き
な
誤
り
で
す
。あ
く
ま
で
、

こ
ど
も
が
話
し
た
い
と
き
に
、話
し
た
い
だ
け
聞
い
て
あ
げ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、つ
ら
い
体
験
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
き
に
は
、次

の
こ
と
に
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
可
能
な
限
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
た
れ
た
場
所
で
聞
く

○
こ
ど
も
の
場
合
は
、安
心
で
き
る
大
人
の
同
席
を
考
慮
す
る

○
途
中
で「
こ
の
ま
ま
話
を
続
け
て
も
大
丈
夫
？
」と
確
認
す
る

○
今
後
、何
度
も
同
じ
質
問
に
答
え
ず
に
済
む
よ
う
に
工
夫
す
る

　
話
す
こ
と
は
、心
の
整
理
を
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま

た
、こ
ど
も
が
話
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
周
囲
の
大
人
が
耳
を
傾
け

る
姿
勢
か
ら
、こ
ど
も
は「
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
。大
切
に
さ
れ
て

い
る
」と
、安
心
で
き
る
環
境
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
話
し

た
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
聞
く
か
ら
ね
」と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、ま
た

ち
ゃ
ん
と
そ
の
気
持
ち
を
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
健
康
な
力
を
信
頼
し
ま
し
ょ
う

　
こ
ど
も
を
守
る
の
は
大
人
の
役
目
で
す
。し
か
し
、こ
ど
も
は
一
方
的

に
守
っ
て
も
ら
う
だ
け
の
弱
い
存
在
で
は
な
く
、自
ら
回
復
し
立
ち
直
る

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
と
向
き
あ
う
大
人
の
役
割
は
、

「
こ
ど
も
が
立
ち
直
る
た
め
に
必
要
な
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
」で

あ
る
と
理
解
し
て
、こ
ど
も
た
ち
の
心
を
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
同
時
に
、こ
ど
も
た
ち
と
向
き
あ
う
大
人
の
心
に
も
、大
き
な
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
ど
も
を
支
援
す
る
側
の
大
人

が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、誰
が
こ
ど
も
を
守
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
人
た
ち
も
、自
分
自
身
や
仲
間
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
目
を
向
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、必
要
な
時
に
は
専
門
家
の
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
重
要

で
す
。以
下
に
具
体
的
な
例
を
挙
げ
ま
す
の
で
、こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
専
門
家
へ
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
感
情
や
身
体
感
覚
が
ど
う
し
て
も
抑
え
ら
れ
な
い
時
。

○
緊
張
感
・
混
乱
・
空
虚
感
・
消
耗
感
が
続
く
時
。

○
何
も
感
じ
な
い
状
態
が
１
ヶ
月
以
上
続
く
、あ
る
い
は
感
じ
な
い
ま

ま
で
い
よ
う
と
忙
し
く
し
て
い
る
時
。

○
悪
夢
を
見
た
り
、よ
く
眠
れ
な
い
夜
が
続
く
時
。

○
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
、打
ち
明
け
た
い
相
手
が
い
な
い
時
。

○
人
間
関
係
に
支
障
が
あ
る
時
。

○
事
故
を
起
こ
し
た
時
。

○
酒
類
の
飲
み
過
ぎ
、た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
が
続
く
時
。（
大
人
の
場
合
）

○
仕
事
や
勉
強
に
身
が
入
ら
な
く
な
っ
た
時
。

　【
石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
】

T
E
L
：
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7
6

－

2
3
8

－
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6
1
　
F
A
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：
0
7
6

－
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－
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2

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　seisin.h@

pref.ishikaw
a.lg.jp

〒
9
2
0

－

8
2
0
1 

石
川
県
金
沢
市
鞍
月
東
2
丁
目
6
番
地

　【地
域
の
保
健
所
】

県
保
健
所
は
週
１
回
、こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

担
当
は
精
神
科
医
で
す
。

　石
川
県
石
川
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
部

・
健
康
推
進
課
　
白
山
市
馬
場
2
丁
目
7
番
地

  

T
E
L
：
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7
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2
7
5

－

2
2
5
0

・
河
北
地
域
セ
ン
タ
ー
　
河
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郡
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幡
町
中
橋
口
1
番
1
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専
門
機
関
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

誠
実
と
真
理
を
求
め
る
校
風

〜「
建
学
の
精
神
」「
校
歌
の
精
神
」と

「
改
正
教
育
基
本
法
」そ
し
て「
応
援
歌
」〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

風
間

　幹
栄

※応援歌は星稜高等学校の生徒手帳にも掲載されています。

※平成24年11月17日（土）に星稜高等学校・中学校で行われた保護者・教職員対象の講演会の要旨です。
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総
合
研
究
所
で
は
、
大
学
1
年
生
を
対
象
に
大

学
に
お
け
る
学
術
や
研
究
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ま
た
、
そ
の
活
動
の
実
際
や
楽
し
み
、
苦
労

な
ど
を
伝
え
る
課
題
演
習
「
星
稜
の
学
術
・
研
究

最
前
線
」
を
9
月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
課
題
演
習
は
、
本
学
の
経
済
学
部
、
人
間

科
学
部
の
教
員
14
名
が
リ
レ
ー
形
式
で
講
義
を
進

め
ま
す
。
教
員
が
取
り
組
ん
で
き
た
学
術
・
研
究

活
動
を
直
に
聞
く
こ
と
で
、
学
生
の
研
究
へ
の
気

付
き
を
促
す
と
と
も
に
研
究
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、今
後
の
学
生
生
活
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
課
題
演
習
は
、
学
生
、
教
職
員
の
ほ
か

一
般
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
是
非

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 

金
沢
星
稜
大
学
と
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短

期
大
学
部
は
、
石
川
県
内
の
全
高
等
教
育

機
関
と
県
内
全
自
治
体
・
主
要
企
業
団
体

が
加
盟
す
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川

の
枠
組
み
を
使
い
、
加
盟
機
関
、
団
体
等

が
協
働
し
、
全
国
に
通
用
す
る
問
題
解
決

型
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
を
育
成
す
る
継
続
的

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
、
大
学
間
連

携
共
同
教
育
推
進
事
業
「
学
都
い
し
か
わ
・

問
題
解
決
型
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
に
参
加
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28

年
度
の
５
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
金

沢
星
稜
大
学
は
事
業
を
推
進
す
る
５
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
の
地
域
連
携
グ
ル
ー
プ
の

拠
点
校
と
し
て
、
事
業
を
牽
引
し
て
い
き

ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
は
、
穴
水
町
の
漁
業
グ
ル
ー

プ
「
中
居
七
浦
七
入
会
」
と
協
力
し
、
10
月
に
同

町
中
居
沖
で
ボ
ラ
待
ち
櫓
漁
を
16
年
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
当
日
は
地
元
住
民
や
穴
水
中

学
校
、
穴
水
高
校
の
生
徒
、
向
洋
小
学
校
の
児

童
が
、
地
元
の
伝
統
漁
法
を
見
守
り
ま
し
た
。

こ
の
復
活
漁
に
向
け
て
、
学
生
は
地
元
の
漁

業
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
木
の
切
り
出

し
か
ら
ボ
ラ
待
ち
櫓
の

製
作
、
海
上
へ
の
設
置

な
ど
の
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
さ
ら

に
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
強
め
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
く
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■開催時間：16:10～17:40（各回とも）
■会場：金沢星稜大学本館1階  A11教室  

●第12回 1月9日（水）
　新自由主義経済における経済現象 
　経済学部教授　原　耕平 

●第13回 1月16日（月）
　社会と企業の国際化で税金はどうなる？
　－国際課税の基礎知識－ 
　経済学部教授　中村雅秀 

●第14回 1月23日（水） 
　地域づくりの原点を探る 
　経済学部特任教授　澤　信俊 

●第15回 1月30日（水）
　学問と方法 
　経済学部教授　宮﨑正史 

■ 

大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業

「
学
都
い
し
か
わ
・

問
題
解
決
型
グ
ロ
ー
カ
ル

人
材
育
成
シ
ス
テ
ムの
構
築
」への
参
加

〈本件に関するお問い合わせ〉
金沢星稜大学総合研究所
TEL 076-253-3984
E-mail seiryo-research@seiryo-u.ac.jp 

平成25年1月9日（水）以降の
開催内容

伝統漁法を体験。

ボラ料理も堪能しました。 地元の漁師の方々と櫓を設置。

サエラ27号に関するアンケートへのご協力のお願い

星稜エクステンションセンターより
2012年度（平成24年度）、見事合格を勝ち取った皆さん、合格おめでとうございます。
年々厳しくなる採用環境にも負けず、4年間を日々努力した成果だと思います。どの試験ももっとも難しい事は「続けること。」4年間の長い
学生生活の中で、時には成績が伸びず諦めたくなる時、投げ出したくなる時、泣きたくなる時等様々な困難があったと思いますが、それを乗
り越え、自分の夢や目標に向かってただ直向きに続けた結果だと思います。
これから皆さんは、社会人として、職業人としての本番を迎えます。社会で大きく活躍することを願っております。
　

星稜エクステンションセンター課長　友部 充洋

※CDP（キャリア・ディベロップメント・プログラム）とは

独学では合格困難な試験の合格を目指すプログラム。公務員採用試験、

税理士試験、教員採用試験（小学校・中高保健体育）の受験対策に特化

した大学独自のプログラムです。大学に入学した1年生から、受験時期

まで受験に必要な学習はもちろんのこと、日頃の質問対応や面接対策な

どトータルサポートを行っています。

CDPの管理、運営は、星稜エクステンションセンター（キャリアデザイン

館3階）が行っています。

金沢星稜大学CDP 2012年度最終合格状況 （2012年12月11日現在)  ※最終合格者は延べ人数

　教員研究室の増設に伴い、法人事務局が本館
の2階から1階（旧大学事務局フロア）に移転し
ました。

法人事務局移転のお知らせ

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

先着100名様に

図書カードをプレゼント!

■公務員コース
行政職

国家一般職
国税専門官
白山市役所
かほく市役所
宝達志水町役場
七尾市役所
氷見市役所
南砺市役所

計

最終合格者数
2名
3名
2名
1名
1名
2名
1名
1名

13名

■教員コース
教員採用候補者選考試験
石川県公立小学校教員
富山県公立小学校教員
千葉県公立小学校教員
広島県公立小学校教員

石川県公立中高保健体育教員

計

最終合格者数
4名（2名)
2名（1名)
3名
1名

1名（1名)

10名（3名)

■税理士コース

税理士科目名

簿記論

合格者数

1名

公安職
石川県警（男性 )
石川県警（女性 )
富山県警（男性 )
福井県警（男性 )
大阪府警（女性 )
津幡町消防

白山野々市広域消防
小松市消防
刑務官（男性 )

自衛隊一般曹候補生
自衛官候補生

計

最終合格者数
3名
1名
2名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
1名

14名

※最終合格者数の(　)は内数で卒業生

入江
幹事室

学園資料室 倉庫

出入口

向峠
理事室

花岡
理事室

四柳
理事室

入学・広報センター

総務課 管理課

経営
企画室

調達課

財務課

人事課
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総
合
研
究
所
で
は
、
大
学
1
年
生
を
対
象
に
大

学
に
お
け
る
学
術
や
研
究
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ま
た
、
そ
の
活
動
の
実
際
や
楽
し
み
、
苦
労

な
ど
を
伝
え
る
課
題
演
習
「
星
稜
の
学
術
・
研
究

最
前
線
」
を
9
月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
課
題
演
習
は
、
本
学
の
経
済
学
部
、
人
間

科
学
部
の
教
員
14
名
が
リ
レ
ー
形
式
で
講
義
を
進

め
ま
す
。
教
員
が
取
り
組
ん
で
き
た
学
術
・
研
究

活
動
を
直
に
聞
く
こ
と
で
、
学
生
の
研
究
へ
の
気

付
き
を
促
す
と
と
も
に
研
究
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、今
後
の
学
生
生
活
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
課
題
演
習
は
、
学
生
、
教
職
員
の
ほ
か

一
般
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
是
非

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 

金
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稜
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学
と
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短

期
大
学
部
は
、
石
川
県
内
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全
高
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教
育

機
関
と
県
内
全
自
治
体
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主
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企
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団
体
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加
盟
す
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川

の
枠
組
み
を
使
い
、
加
盟
機
関
、
団
体
等

が
協
働
し
、
全
国
に
通
用
す
る
問
題
解
決

型
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
を
育
成
す
る
継
続
的

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
、
大
学
間
連

携
共
同
教
育
推
進
事
業
「
学
都
い
し
か
わ
・

問
題
解
決
型
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
に
参
加
し
ま
す
。

　
こ
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は
平
成
24
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ら
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28
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の
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間
に
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り
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、
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。
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は
、
穴
水
町
の
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業
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ー

プ
「
中
居
七
浦
七
入
会
」
と
協
力
し
、
10
月
に
同

町
中
居
沖
で
ボ
ラ
待
ち
櫓
漁
を
16
年
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
当
日
は
地
元
住
民
や
穴
水
中

学
校
、
穴
水
高
校
の
生
徒
、
向
洋
小
学
校
の
児

童
が
、
地
元
の
伝
統
漁
法
を
見
守
り
ま
し
た
。

こ
の
復
活
漁
に
向
け
て
、
学
生
は
地
元
の
漁

業
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
木
の
切
り
出

し
か
ら
ボ
ラ
待
ち
櫓
の

製
作
、
海
上
へ
の
設
置

な
ど
の
準
備
を
進
め

ま
し
た
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こ
れ
を
機
に
、
さ
ら

に
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
強
め
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
く
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■開催時間：16:10～17:40（各回とも）
■会場：金沢星稜大学本館1階  A11教室  

●第12回 1月9日（水）
　新自由主義経済における経済現象 
　経済学部教授　原　耕平 

●第13回 1月16日（月）
　社会と企業の国際化で税金はどうなる？
　－国際課税の基礎知識－ 
　経済学部教授　中村雅秀 

●第14回 1月23日（水） 
　地域づくりの原点を探る 
　経済学部特任教授　澤　信俊 

●第15回 1月30日（水）
　学問と方法 
　経済学部教授　宮﨑正史 

■ 

大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業

「
学
都
い
し
か
わ
・

問
題
解
決
型
グ
ロ
ー
カ
ル

人
材
育
成
シ
ス
テ
ムの
構
築
」への
参
加

〈本件に関するお問い合わせ〉
金沢星稜大学総合研究所
TEL 076-253-3984
E-mail seiryo-research@seiryo-u.ac.jp 

平成25年1月9日（水）以降の
開催内容

伝統漁法を体験。

ボラ料理も堪能しました。 地元の漁師の方々と櫓を設置。

サエラ27号に関するアンケートへのご協力のお願い

星稜エクステンションセンターより
2012年度（平成24年度）、見事合格を勝ち取った皆さん、合格おめでとうございます。
年々厳しくなる採用環境にも負けず、4年間を日々努力した成果だと思います。どの試験ももっとも難しい事は「続けること。」4年間の長い
学生生活の中で、時には成績が伸びず諦めたくなる時、投げ出したくなる時、泣きたくなる時等様々な困難があったと思いますが、それを乗
り越え、自分の夢や目標に向かってただ直向きに続けた結果だと思います。
これから皆さんは、社会人として、職業人としての本番を迎えます。社会で大きく活躍することを願っております。
　

星稜エクステンションセンター課長　友部 充洋

※CDP（キャリア・ディベロップメント・プログラム）とは

独学では合格困難な試験の合格を目指すプログラム。公務員採用試験、

税理士試験、教員採用試験（小学校・中高保健体育）の受験対策に特化

した大学独自のプログラムです。大学に入学した1年生から、受験時期

まで受験に必要な学習はもちろんのこと、日頃の質問対応や面接対策な

どトータルサポートを行っています。

CDPの管理、運営は、星稜エクステンションセンター（キャリアデザイン

館3階）が行っています。

金沢星稜大学CDP 2012年度最終合格状況 （2012年12月11日現在)  ※最終合格者は延べ人数

　教員研究室の増設に伴い、法人事務局が本館
の2階から1階（旧大学事務局フロア）に移転し
ました。

法人事務局移転のお知らせ

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

先着100名様に

図書カードをプレゼント!

■公務員コース
行政職

国家一般職
国税専門官
白山市役所
かほく市役所
宝達志水町役場
七尾市役所
氷見市役所
南砺市役所

計

最終合格者数
2名
3名
2名
1名
1名
2名
1名
1名

13名

■教員コース
教員採用候補者選考試験
石川県公立小学校教員
富山県公立小学校教員
千葉県公立小学校教員
広島県公立小学校教員

石川県公立中高保健体育教員

計

最終合格者数
4名（2名)
2名（1名)
3名
1名

1名（1名)

10名（3名)

■税理士コース

税理士科目名

簿記論

合格者数

1名

公安職
石川県警（男性 )
石川県警（女性 )
富山県警（男性 )
福井県警（男性 )
大阪府警（女性 )
津幡町消防

白山野々市広域消防
小松市消防
刑務官（男性 )

自衛隊一般曹候補生
自衛官候補生

計

最終合格者数
3名
1名
2名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
1名

14名

※最終合格者数の(　)は内数で卒業生
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幹事室

学園資料室 倉庫

出入口

向峠
理事室

花岡
理事室

四柳
理事室

入学・広報センター

総務課 管理課

経営
企画室

調達課

財務課

人事課
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行事スケジュール  （平成25年1月～3月）
金沢星稜大学
1

2

3

授業再開
月曜代替講義日
第3回就職合宿（A日程）
休講日
第3回就職合宿（B日程）
英語成果テスト（1年次）
試験期間
学内合同会社説明会
保護者向け就職ガイダンス※

基礎ゼミナールⅡ発表会・人間科学部卒業研究発表会
専門ゼミナールⅠ発表会
追試験期間
学内合同会社説明会
成績発表日
再試験期間
卒業認定発表日
学位記授与式
学内合同会社説明会
入学前学力試験（toeic-b、SPI）
保護者懇談会
人間科学部研修（現2年次対象）

・13日（日）
・31日（木）
・26日（土）

～8日（金）
～11日（月）

・15日（金）
～20日（水）

～28日（木）

～22日（金）

～27日（水）

星稜高等学校
1 8日（火）

8日（火）
12日（土）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
19日（土）
21日（月）
31日（木）
1日（金）
4日（月）
7日（木）
13日（水）
16日（土）
28日（木）
1日（金）
4日（月）
11日（月）
13日（木）
14日（水）
16日（土）
19日（火）
20日（水・祝）
21日（木）
22日（金）
30日（土）

・9日（水）

・20日（日）

・5日（火）

～15日（金）

～8日（金）

始業式
センター直前演習
推薦入試
推薦入試合格発表
大学入試センター試験受験者激励会
大学入試センター試験受験者下見
大学入試センター試験
大学入試センター試験自己採点
3年最終登校日
一次入試
校内実力試験（1,2年）
一次入試合格発表
2年Pコース スノーボード実習（栂池）
推薦専願合格者説明会
同窓会入会式、卒業式予行
卒業式
学年末試験
追試
新2年教科書販売
新3年教科書販売
生徒対象講演会（1,2年）
終業式
入学説明会
二次入試
二次入試合格発表・入学説明会
再受験者説明会

2

3

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
1

2

3

8日（火）
15日（火）
19日（土）
21日（月）
22日（火）
24日（木）
30日（水）
1日（金）
4日（月）
5日（火）
6日（水）
7日（木）
8日（金）
13日（水）
14日（木）
15日（金）
16日（土）
20日（水）
21日（木）
25日（月）
26日（火）
1日（金）
7日（木）
13日（水）
18日（月）
19日（火）

3学期始業式
21世紀美術館見学（年長）
同窓会
とらいランド（年中）
ABCランド（年中）
誕生会
星稜子育てステーション
豆まき会
参観日（りす）
ABCランド（年中）・避難訓練
参観日（うさぎ）
参観日（きりん）
参観日（ばら）
参観日（ゆり）
参観日（すみれ）
参観日（ぱんだ）
希望個人懇談会（年少・年中）
星稜子育てステーション
誕生会
とらいランド（年中）
ABCランド（年中）
ひなまつり会・誕生会
おわかれ会（予定）
卒園式
とらいランド（年中）
3学期終業式

1

2

3

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10-1
℡076-253-3924（代表）
http://www.seiryo.jp

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6-17-30
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

金沢星稜大学女子短期大学部

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
1

3

2

３学期始業式
金沢21世紀美術館（年長組）
子ども相談
ABCランド参観（年長組）
にこにこ参観・クラス懇親会（いちご組）
にこにこ参観・クラス懇親会（りす組）
にこにこ参観・クラス懇親会（ばら組）
にこにこ参観・クラス懇親会（うさぎ組）
にこにこ参観・クラス懇親会（すみれ組）
誕生会参観
豆まき会
入園説明会
避難訓練
子ども相談
個人懇談会
誕生会参観
誕生会参観・ひなまつり会
親子工作教室（年長組）
お別れ参観（年長組）
年長組を送る会
子ども相談
卒園式
終業式

星稜中学校
1 8日（火）

9日（土）
12日（火）
14日（木）
23日（土）
26日（火）
7日（木）
8日（金）
19日（火）

～28日（木）

始業式
入学試験
合格発表
スキー教室（一里野）
入学説明会
学年末試験
卒業式予行
卒業式
終業式

3

2

8日（火）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
17日（木）
21日（月）
22日（火）
24日（木）
25日（金）
31日（木）
1日（金）
2日（土）
6日（水）
15日（金）
16日（土）
21日（木）
1日（金）
2日（土）
6日（水）
7日（木）
8日（金）
13日（水）
22日（金）

5日（土）
8日（火）
15日（火）
18日（金）
26日（土）
4日（月）
12日（火）
15日（金）
18日（月）
27日（水）
2日（土）
8日（金）
15日（金）

スキー・スノーボード研修
授業再開
月曜代替講義日
休講日
第5回星短生のための合同企業説明会
試験期間
ゼミ発表会
マナーコンテスト
オーストラリア海外研修
追再試験期間
保護者向け就職ガイダンス
卒業認定発表日
卒業式・学位記授与式

～7日（月）

・31日（木）

～8日（金）

～25日（月）
・28日（木）

星
稜
サ
・
エ・ラ

 N
o.27 

2012年
12月

19日
発
行

8日（火）
15日（火）
12日（土）
18日（金）
25日（金）
2日（土）
4日（月）
9日（土）
10日（日）
12日（火）
13日（水）
14日（木）
16日（土）
25日（月）
27日（水）
7日（木）
19日（火）
20日（水）
22日（金）
23日（土）
26日（火）

星短の後期は新キャンパスに移転し変化とともに始まりました。学生たちは嬉しさ半分、なれない環境に戸惑い半分でしたが、今では自分たちのペー
スをつかんで楽しそうです。
10月、星短生にとって初めての大学との合同学園祭を催しました。大学生と一緒の実行委員会では、「ここは譲れない」「従ってもらう」といった意見

の対立や衝突ばかり。でも考え方の違いを乗り越えなければゴールがないことを実感できたといいます。結果、流星祭は大成功、大学生の友達も増えた
とのこと。組織としてまとまることや、お互いの違いと良さを理解することを学んだようです。
大きな変化に順応し成長する学生たちが頼もしく、また星短が新キャンパスでいいスタートを切れたことに感謝しています。

　金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部　教務課　廿日岩暁子

あとがき

※前号の「親業」支援コラムにて掲載させていただきました保護者向け就職ガイダンスは
2月17日（日）から2月10日（日）に変更となりました。

inaok igakuen news le t te r

創立80周年記念事業

フラッシュバック

記念式典・星稜音楽祭・星稜教育シンポジウム


